
Title 李承晩政権の対日政策、一九五四-一九五六年 :
日本の共産圏外交への対応と日韓関係の停滞

Sub Title Syngman Rhee administration's foreign policy toward Japan,
1954-1956 : The response to Japanese foreign policy toward
communist bloc and stalemate in Japan-South Korea relationship

Author 尹, 錫貞(Yoon, Sukjung)
Publisher 慶應義塾大学大学院法学研究科内『法学政治学論究』刊行会

Publication
year

2015

Jtitle 法學政治學論究 : 法律・政治・社会 (Hogaku seijigaku ronkyu :
Journal of law and political studies). Vol.104, (2015. 3) ,p.93- 122 

JaLC DOI
Abstract
Notes
Genre Departmental Bulletin Paper
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara

_id=AN10086101-20150315-0093

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会また
は出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守し
てご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to
the respective authors, academic societies, or publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese
Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


李承晩政権の対日政策、一九五四―一九五六年

93

一
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第
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次
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」
を
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の
対
立
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図
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新
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な
対
立
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図
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日
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の
共
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外
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に
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共
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に
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東
ア
ジ
ア
冷
戦
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け
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と
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交

　
㈠
　
二
つ
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中
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交
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日
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政
権
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日
政
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九
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産
圏
外
交
へ
の
対
応
と
日
韓
関
係
の
停
滞
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一
　
問
題
の
所
在
と
分
析
視
角

　
本
稿
の
目
的
は
、
日
本
の
共
産
圏
外
交
に
対
す
る
李
承
晩
政
権
の
認
識
と
対
応
を
考
察
す
る
こ
と
で
あ
る
。
考
察
の
対
象
時
期
は
、
鳩

山
一
郎
内
閣
の
成
立
直
前
か
ら
日
ソ
国
交
正
常
化
の
成
立
に
当
た
る
一
九
五
四
年
末
か
ら
五
六
年
ま
で
で
あ（
1
）る。

そ
の
考
察
か
ら
明
ら
か

に
な
る
の
は
、
韓
国
は
、
日
本
の
共
産
圏
外
交
の
進
展
を
受
け
て
、
将
来
に
お
い
て
、
日
本
が
ア
メ
リ
カ
か
ら
離
れ
て
中
立
化
す
る
可
能

性
を
警
戒
し
、
そ
れ
が
日
韓
関
係
を
停
滞
さ
せ
た
ひ
と
つ
の
重
要
な
要
因
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
韓
国
の
対
日
政
策
が
、
ア
メ

リ
カ
及
び
中
華
民
国
の
対
日
政
策
と
対
立
し
、
韓
国
外
交
が
孤
立
し
て
い
た
こ
と
も
浮
び
上
が
る
。

　
一
九
五
四
年
一
二
月
に
成
立
し
た
鳩
山
内
閣
は
、
ソ
連
、
中
国
と
の
外
交
、
貿
易
関
係
を
回
復
す
る
旨
を
明
ら
か
に
し
た
。
吉
田
茂
に

よ
る
外
交
を
向
米
一
辺
倒
と
批
判
し
て
き
た
鳩
山
は
、
共
産
圏
諸
国
を
対
象
と
す
る
自
主
外
交
を
打
ち
出
す
と
共
に
、
北
朝
鮮
と
の
経
済
、

文
化
交
流
を
容
認
す
る
方
針
を
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
、
日
本
の
民
間
団
体
は
共
産
圏
と
の
貿
易
拡
大
に
向
け
て
積
極
的
に
活
動
し
つ
つ

あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
李
承
晩
政
権
は
不
信
感
を
強
め
、
ア
メ
リ
カ
や
中
華
民
国
に
対
し
て
自
ら
の
対
日
外
交
へ
の
同
調
を
働
き
か

け
る
が
、
む
し
ろ
「
日
本
問
題
」
を
め
ぐ
っ
て
そ
れ
ら
西
側
諸
国
と
の
対
立
を
一
層
深
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
従
来
の
日
韓
国
交
正
常
化
交
渉
に
関
す
る
研
究
で
は
、
本
稿
が
着
目
す
る
日
本
の
共
産
圏
外
交
に
対
す
る
李
承
晩
政
権
の
認
識
と
反
応

は
、
単
独
の
研
究
課
題
と
し
て
は
取
り
扱
わ
れ
な
か
っ（
2
）た。
多
く
は
、
日
本
の
共
産
圏
外
交
に
対
す
る
、
反
共
を
国
是
と
す
る
韓
国
の
一

時
期
的
な
反
発
と
い
う
記
述
に
止
ま
っ
て
い
る
。
本
稿
の
対
象
時
期
は
、
日
韓
会
談
の
空
白
期
の
研
究
と
し
て
久
保
田
発
言
の
撤
回
及
び

逆
請
求
権
問
題
を
め
ぐ
る
外
交
交
渉
に
主
な
焦
点
が
当
て
ら
れ
て
き
た
。
そ
の
た
め
、
日
本
の
共
産
圏
外
交
に
対
す
る
韓
国
の
認
識
と
対

応
は
、
特
定
時
期
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
の
み
で
あ（
3
）る。
南
一
声
明
、
日
朝
民
間
貿
易
を
中
心
に
、
南
北
朝
鮮
間

の
正
統
性
を
め
ぐ
る
競
争
と
日
本
外
交
と
の
関
連
性
を
取
り
扱
う
研
究
も
あ
る
が
、
こ
の
研
究
は
、
日
本
政
府
の
対
ソ
、
対
中
国
政
策
や
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民
間
の
共
産
圏
貿
易
な
ど
、
日
本
の
共
産
圏
外
交
全
般
に
対
す
る
韓
国
の
認
識
と
対
応
に
つ
い
て
は
論
じ
て
い
な（
4
）い。

　
李
承
晩
政
権
期
の
日
韓
関
係
を
地
域
的
観
点
か
ら
捉
え
る
研
究
に
は
、
ア
メ
リ
カ
が
日
本
を
対
ソ
拠
点
と
し
て
位
置
付
け
、
日
本
と
西

側
諸
国
を
経
済
的
、
軍
事
的
に
結
び
付
け
よ
う
と
し
た
の
に
対
し
、
韓
国
は
、
ア
メ
リ
カ
の
対
日
政
策
に
よ
っ
て
自
国
が
再
び
日
本
に
従

属
す
る
の
で
は
な
い
か
と
警
戒
し
た
た
め
、
ア
メ
リ
カ
と
対
立
に
陥
っ
た
と
論
じ
る
も
の
が
あ（
5
）る。
ま
た
、
共
産
中
国
と
正
統
性
を
競
い

合
っ
て
い
た
中
華
民
国
が
、
地
域
安
保
機
構
に
日
本
を
参
加
さ
せ
て
西
側
陣
営
の
方
に
取
り
込
も
う
と
し
た
の
に
対
し
、
反
日
路
線
を
掲

げ
た
韓
国
は
日
本
を
排
除
し
よ
う
と
し
た
と
論
じ
る
研
究
も
あ（
6
）る。
こ
う
し
て
、
韓
国
が
西
側
陣
営
に
お
け
る
日
本
の
戦
略
的
重
要
性
を

認
め
な
か
っ
た
た
め
、
ア
メ
リ
カ
及
び
中
華
民
国
と
日
本
問
題
に
関
し
て
意
見
対
立
を
深
め
た
こ
と
は
す
で
に
い
く
つ
か
の
先
行
研
究
で

論
じ
ら
れ
て
き（
7
）た。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
研
究
も
、
日
本
の
共
産
圏
外
交
に
対
す
る
韓
国
の
認
識
と
対
応
が
、
そ
の
重
要
な
背
景
で
あ
っ

た
こ
と
に
つ
い
て
ほ
と
ん
ど
検
討
し
て
い
な
い
。

　
当
時
の
日
本
は
、
西
側
陣
営
の
一
員
と
し
て
ア
メ
リ
カ
と
の
協
調
路
線
を
取
っ
て
い
た
。
そ
う
し
た
日
本
が
共
産
圏
と
外
交
、
貿
易
関

係
の
正
常
化
を
試
み
る
こ
と
に
つ
い
て
、
李
承
晩
政
権
は
ど
の
よ
う
な
認
識
を
持
っ
て
い
た
の
か
。
ま
た
、
対
米
自
立
の
動
機
か
ら
対
ソ

及
び
対
中
外
交
を
進
め
る
鳩
山
内
閣
及
び
日
本
の
民
間
団
体
の
動
き
を
受
け
て
、
李
承
晩
政
権
は
ど
の
よ
う
に
対
応
し
た
の（
8
）か。
韓
国
の

認
識
と
対
応
は
反
共
国
家
と
し
て
一
時
的
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。
そ
れ
と
も
、
長
期
的
な
観
点
か
ら
東
ア
ジ
ア
冷
戦
に
お
け
る
戦
後
日

本
の
外
交
路
線
の
方
向
性
に
対
す
る
不
信
感
を
表
し
て
い
た
の
か
。

　
前
述
の
問
題
意
識
を
踏
ま
え
て
、
本
稿
で
は
、
李
承
晩
政
権
は
、
日
本
の
共
産
圏
外
交
を
受
け
て
、
当
面
の
日
本
は
対
米
協
調
路
線
を

続
け
る
と
考
え
な
が
ら
も
、
将
来
の
日
本
は
ア
メ
リ
カ
か
ら
離
れ
て
東
西
の
両
陣
営
と
対
等
に
渡
り
合
う
中
立
主
義
の
路
線
を
歩
ん
で
い

く
可
能
性
を
警
戒
し
、
反
日
外
交
を
展
開
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。

　
ア
メ
リ
カ
と
李
承
晩
政
権
は
、
経
済
的
、
軍
事
的
に
増
強
さ
れ
た
日
本
の
外
交
路
線
の
方
向
性
に
つ
い
て
相
反
す
る
見
解
を
持
っ
て
い

た
た
め
、
対
日
外
交
を
め
ぐ
っ
て
対
立
を
深
め
た
。
ア
メ
リ
カ
は
、
日
本
を
対
ソ
戦
略
の
拠
点
と
す
る
と
共
に
、
西
側
陣
営
内
で
日
本
の
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安
全
と
経
済
成
長
が
保
障
さ
れ
な
い
と
日
本
が
共
産
圏
へ
接
近
す
る
か
も
し
れ
な
い
と
考
え（
9
）た。
逆
に
韓
国
は
、
日
本
が
共
産
圏
と
関
係

改
善
を
図
ろ
う
と
す
る
こ
と
を
目
の
あ
た
り
に
し
て
、
日
本
は
、
む
し
ろ
経
済
力
、
軍
事
力
が
強
ま
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
共
産
圏
へ
接
近

す
る
可
能
性
が
大
き
く
な
る
と
考
え
た
。
韓
国
は
、
強
力
と
な
っ
た
日
本
は
、
ア
メ
リ
カ
の
冷
戦
戦
略
に
忠
実
に
な
る
の
で
は
な
く
、
そ

の
パ
ワ
ー
を
も
っ
て
よ
り
自
立
的
に
行
動
す
る
よ
う
に
な
り
、
ア
メ
リ
カ
と
の
提
携
か
ら
離
れ
て
い
く
と
懸
念
し
、
共
産
圏
に
対
す
る
日

本
の
友
好
的
姿
勢
を
そ
の
現
れ
と
考
え
た
の
で
あ
る
。

　
韓
国
を
警
戒
さ
せ
た
の
は
、
鳩
山
内
閣
の
共
産
圏
外
交
や
日
本
の
民
間
団
体
の
共
産
圏
貿
易
が
対
米
自
立
の
性
格
を
帯
び
て
い
る
こ
と

で
あ
っ
た
。
韓
国
は
、
当
時
の
日
本
は
ア
メ
リ
カ
の
同
盟
国
で
あ
り
、
基
本
的
に
共
産
圏
外
交
は
対
米
関
係
の
制
約
の
下
で
行
わ
れ
て
い

る
こ
と
を
理
解
し
て
い
た
。
し
か
し
、
日
本
が
ソ
連
と
国
交
を
正
常
化
し
、
中
朝
と
の
貿
易
を
拡
大
さ
せ
る
に
つ
れ
、
将
来
の
日
本
は
東

西
の
両
陣
営
と
対
等
に
渡
り
合
う
中
立
主
義
の
路
線
を
歩
ん
で
い
く
と
予
想
す
る
に
至
っ
た
。
韓
国
は
、
こ
の
よ
う
に
戦
後
日
本
の
外
交

路
線
に
対
す
る
最
悪
の
シ
ナ
リ
オ
の
下
で
、
日
本
の
国
力
増
強
に
反
対
し
、
経
済
、
安
保
構
想
か
ら
日
本
を
排
除
す
る
外
交
活
動
を
展
開

し
た
の
で
あ
る
。
だ
が
韓
国
は
、
そ
の
こ
と
で
、
む
し
ろ
外
交
的
孤
立
に
陥
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
の
が
本
稿
の
議
論
で
あ
）
10
（

る
。

　
李
承
晩
政
権
期
の
日
韓
関
係
を
理
解
す
る
た
め
の
重
要
な
争
点
と
し
て
歴
史
問
題
だ
け
で
は
な
く
、
対
共
産
圏
政
策
の
相
違
も
取
り
上

げ
た
研
究
が
あ
る
が
、
本
稿
で
は
、
後
者
を
五
〇
年
代
半
ば
の
東
ア
ジ
ア
冷
戦
情
勢
の
文
脈
で
検
討
す
）
11
（

る
。
当
時
の
東
ア
ジ
ア
情
勢
を
見

る
と
、
東
西
の
陣
営
対
決
は
、
軍
事
的
対
決
か
ら
非
軍
事
的
な
手
段
を
通
じ
て
政
治
的
影
響
力
の
拡
大
を
争
う
段
階
へ
進
ん
で
い
た
。
東

ア
ジ
ア
冷
戦
が
経
済
、
外
交
攻
勢
に
よ
る
闘
争
の
様
子
を
帯
び
て
い
く
中
で
、
戦
後
日
本
の
外
交
路
線
の
方
向
性
を
め
ぐ
っ
て
不
確
実
性

が
高
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
は
、
ま
だ
日
本
が
西
側
陣
営
の
一
員
に
成
り
き
っ
て
い
な
い
と
認
識
し
、
ア
ジ
ア
に
い
て
戦
略
的
な

重
要
性
を
持
つ
日
本
が
共
産
圏
へ
接
近
す
る
シ
ナ
リ
オ
を
警
戒
し
て
い
た
。
そ
う
し
た
ア
メ
リ
カ
に
と
っ
て
、
ソ
連
、
中
国
と
の
外
交
、

貿
易
関
係
の
正
常
化
を
掲
げ
る
鳩
山
内
閣
の
外
交
方
針
は
、
中
立
主
義
の
表
明
の
よ
う
に
聞
こ
え
）
12
（

た
。
し
か
も
、
ソ
連
と
中
国
は
、
対
日

平
和
攻
勢
の
一
環
と
し
て
貿
易
拡
大
及
び
外
交
関
係
の
正
常
化
を
呼
び
掛
け
、
日
本
国
内
で
は
そ
れ
に
呼
応
す
る
動
き
が
活
発
に
な
っ
て
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い
た
。
石
井
修
が
述
べ
た
よ
う
に
、
現
実
と
し
て
は
日
本
が
西
側
陣
営
か
ら
離
れ
て
中
立
化
す
る
こ
と
は
途
方
も
な
い
想
定
で
あ
っ
た
が
、

そ
う
し
た
シ
ナ
リ
オ
が
実
現
す
る
か
も
し
れ
な
い
材
料
が
確
か
に
存
在
し
た
時
期
で
あ
っ
）
13
（

た
。

　
本
稿
は
、
李
承
晩
政
権
の
対
日
外
交
を
理
解
す
る
に
当
た
っ
て
、
歴
史
問
題
の
重
要
性
を
必
ず
し
も
軽
視
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

本
稿
が
強
調
す
る
の
は
、
李
承
晩
政
権
の
対
日
認
識
が
、
上
述
し
た
国
際
情
勢
の
下
で
日
本
の
意
図
を
解
釈
し
将
来
像
を
展
望
す
る
過
程

で
も
形
成
さ
れ
、
外
交
政
策
に
反
映
さ
れ
た
と
い
う
点
で
あ
）
14
（

る
。
こ
の
よ
う
な
過
程
を
通
じ
て
、
李
承
晩
政
権
の
対
日
外
交
を
東
ア
ジ
ア

冷
戦
に
お
け
る
「
日
本
問
題
」
の
文
脈
で
分
析
し
、
一
九
五
〇
年
代
に
お
け
る
日
韓
関
係
に
対
す
る
理
解
の
幅
を
広
げ
る
こ
と
が
本
稿
の

も
う
一
つ
の
目
的
で
あ
る
。

　
以
下
で
は
、
ま
ず
、
李
承
晩
政
権
が
、
当
初
は
日
本
と
の
歴
史
問
題
を
根
拠
に
、
日
本
の
経
済
的
、
軍
事
的
増
強
を
進
め
る
ア
メ
リ
カ

の
政
策
に
反
対
し
た
一
方
で
、
日
本
の
対
共
産
圏
接
触
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
か
ら
は
、
日
本
の
外
交
路
線
に
対
す
る
警
戒
心
を
抱
く
よ

う
に
な
り
、
ア
メ
リ
カ
と
の
意
見
対
立
を
深
め
て
い
く
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
。
次
に
、
韓
国
が
、
鳩
山
内
閣
と
日
本
の
民
間
ア
ク
タ
ー

の
共
産
圏
外
交
を
日
本
の
ア
メ
リ
カ
離
れ
の
動
き
と
認
識
し
、
不
信
感
を
強
め
て
い
く
過
程
を
論
じ
る
。
そ
の
上
で
、
ア
メ
リ
カ
や
中
華

民
国
を
対
象
と
す
る
反
日
外
交
や
日
ソ
国
交
正
常
化
へ
の
対
応
な
ど
か
ら
、
李
承
晩
政
権
が
日
本
の
中
立
化
可
能
性
を
警
戒
し
た
こ
と
を

明
ら
か
に
し
、
韓
国
の
対
日
政
策
が
日
韓
関
係
を
停
滞
さ
せ
、
韓
国
外
交
の
孤
立
を
も
た
ら
す
様
子
を
描
く
。

二
　
第
三
次
会
談
決
裂
後
の
日
韓
関
係
と
ア
メ
リ
カ
の
対
日
政
策

㈠
　「
日
本
問
題
」
を
め
ぐ
る
米
韓
の
対
立
構
図

　
日
本
を
極
東
に
お
け
る
対
ソ
戦
略
の
拠
点
と
す
る
ア
メ
リ
カ
の
考
え
方
は
、
朝
鮮
戦
争
以
後
、
よ
り
現
実
性
を
増
し
て
い
た
。
ア
メ
リ
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カ
は
、
ア
ジ
ア
に
お
け
る
唯
一
の
工
業
地
帯
と
し
て
日
本
の
戦
略
的
重
要
性
を
高
く
評
価
し
、
日
本
の
経
済
的
、
政
治
的
再
建
を
進
め
た
。

日
本
を
対
ソ
拠
点
と
す
る
こ
と
以
外
に
、
ア
メ
リ
カ
が
日
本
の
国
力
増
強
を
進
め
た
理
由
が
存
在
し
た
。
ア
メ
リ
カ
は
西
側
陣
営
内
で
日

本
の
安
全
と
経
済
が
保
障
さ
れ
な
い
と
、
日
本
は
共
産
圏
へ
接
近
す
る
か
も
し
れ
な
い
と
懸
念
し
て
い
た
の
で
あ
）
15
（
る
。
例
え
ば
、
ア
メ
リ

カ
が
、
日
本
の
経
済
成
長
に
よ
る
政
治
的
安
定
を
重
要
課
題
と
し
て
挙
げ
、
そ
の
手
立
て
と
し
て
日
本
が
西
側
陣
営
の
ア
ジ
ア
諸
国
と
貿

易
を
拡
大
す
る
こ
と
を
進
め
た
の
は
、
西
側
陣
営
内
で
日
本
の
経
済
的
利
益
を
保
障
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
本
が
共
産
圏
へ
接
近
す
る

の
を
阻
止
す
る
た
め
で
あ
っ
）
16
（
た
。
対
韓
援
助
物
資
の
対
日
調
達
問
題
も
、
そ
う
し
た
戦
略
的
脈
略
と
軌
を
一
つ
に
し
て
い
た
。
ア
メ
リ
カ

は
、
日
本
を
対
韓
復
興
援
助
作
業
に
参
加
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
韓
の
相
互
依
存
の
経
済
関
係
を
構
築
し
つ
つ
、
日
本
国
内
で
の
対

中
貿
易
へ
の
関
心
を
抑
え
よ
う
と
し
）
17
（
た
。

　
そ
う
し
た
ア
メ
リ
カ
に
と
っ
て
、
日
本
の
歴
史
認
識
を
問
題
視
し
、
対
日
協
力
の
重
要
性
を
認
め
な
い
李
承
晩
政
権
の
反
日
姿
勢
は
大

き
な
障
害
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。
一
九
五
三
年
一
〇
月
に
再
開
さ
れ
た
第
三
次
日
韓
会
談
は
、
開
始
後
ま
も
な
く
久
保
田
貫
一
郎
首
席
代

表
が
「
日
本
の
植
民
地
統
治
は
朝
鮮
に
と
っ
て
有
益
で
あ
っ
た
」
と
発
言
し
た
こ
と
で
、
決
裂
状
態
と
な
っ
て
い
た
。
植
民
地
支
配
を
正

当
化
し
、
旧
日
本
人
財
産
の
所
有
権
を
提
起
す
る
日
本
側
の
意
図
に
対
し
、
韓
国
は
不
信
感
を
強
め
て
い
）
18
（
た
。
そ
う
し
た
不
信
感
の
故
に
、

韓
国
は
、
自
国
経
済
へ
の
日
本
の
関
与
に
抵
抗
し
続
け
た
。
例
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
の
経
済
調
整
官
が
作
成
し
た
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
で
は
、
韓

国
は
日
本
へ
の
経
済
的
依
存
に
対
し
て
強
い
警
戒
心
を
抱
い
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
、
韓
国
政
府
に
よ
る
日
本
商
品
流
入
排
除
の
試
み

が
詳
し
く
記
述
さ
れ
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
の
経
済
調
整
官
に
よ
れ
ば
、
韓
国
政
府
の
措
置
は
日
本
と
の
政
治
的
緊
張
が
そ
の
原
因
で

あ
っ
）
19
（

た
。

　
一
九
五
四
年
七
月
の
米
韓
首
脳
会
談
で
は
、
日
本
に
対
す
る
米
韓
間
の
見
解
の
相
違
が
歴
然
と
表
れ
た
。
ダ
レ
ス
（John Foster 

D
ulles

）
国
務
長
官
は
、「
極
東
に
お
け
る
我
々
の
作
業
仮
説
」
は
、
日
本
が
西
側
陣
営
の
責
任
あ
る
一
員
と
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
東
西

間
の
均
衡
を
保
つ
こ
と
で
あ
る
と
強
調
し
た
。
ダ
レ
ス
に
よ
れ
ば
、
そ
う
し
な
い
と
、「
太
平
洋
の
均
衡
は
西
側
陣
営
に
と
っ
て
不
利
な
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方
向
に
向
か
う
」
か
ら
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
決
裂
状
態
の
日
韓
国
交
交
渉
に
関
し
て
、「
あ
る
程
度
、
両
者
と
も
間
違
っ
て
い
る
」
と
し
、

会
談
の
再
開
を
促
し
）
20
（

た
。

　
日
本
と
の
戦
略
的
協
力
の
重
要
性
を
訴
え
る
ダ
レ
ス
に
対
し
て
、
李
承
晩
大
統
領
は
厳
し
い
対
日
認
識
を
隠
さ
な
か
っ
た
。
李
承
晩
は
、

逆
に
ダ
レ
ス
に
対
し
、
日
本
の
逆
請
求
権
主
張
と
久
保
田
発
言
を
取
り
上
げ
、「
ま
だ
日
本
は
、
韓
国
が
以
前
と
同
様
に
自
ら
の
所
有
物

だ
と
主
張
し
て
い
る
」
と
反
駁
し
）
21
（

た
。
李
承
晩
の
行
動
は
、
韓
国
の
対
日
認
識
の
頑
固
さ
を
物
語
っ
て
い
た
。

㈡
　
新
た
な
対
立
構
図
の
浮
上

―
日
本
の
共
産
圏
外
交
に
対
す
る
李
承
晩
の
不
信
感

　
李
承
晩
の
訪
米
か
ら
一
か
月
が
経
っ
た
時
点
で
、
韓
国
政
府
内
で
は
、
対
日
関
係
が
優
先
課
題
と
し
て
浮
上
し
た
。
李
承
晩
は
、
一
九

五
四
年
七
月
の
訪
米
後
に
も
、
ア
メ
リ
カ
の
対
日
政
策
に
変
更
が
生
じ
な
か
っ
た
こ
と
へ
危
機
感
を
抱
い
て
い
た
。
八
月
二
一
日
、
李
承

晩
は
オ
リ
バ
ー
（Robert T. O

liver

）
教
授
へ
の
書
簡
で
、「
今
は
、
至
急
に
日
本
問
題
（Japanese question

）
に
集
中
す
る
時
期
で
あ

る
」
と
述
べ
た
。
李
承
晩
に
よ
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
は
日
本
を
西
側
陣
営
に
踏
み
止
ま
ら
せ
る
た
め
に
、
日
本
の
国
力
増
強
を
進
め
て
い
る

が
、
そ
れ
は
韓
国
だ
け
で
は
な
く
、
ア
メ
リ
カ
に
と
っ
て
も
深
刻
な
状
況
を
も
た
ら
す
と
の
こ
と
で
あ
っ
）
22
（

た
。
李
承
晩
は
、
駐
米
韓
国
大

使
館
に
も
同
じ
内
容
の
書
簡
を
転
送
し
、
日
本
の
増
強
計
画
の
危
険
性
を
知
ら
せ
る
た
め
の
広
報
戦
に
一
層
力
を
入
れ
る
よ
う
指
示
し
）
23
（
た
。

　
久
保
田
発
言
に
よ
っ
て
日
韓
会
談
が
決
裂
し
た
後
、
駐
米
韓
国
大
使
館
は
ア
メ
リ
カ
の
民
間
人
や
政
策
担
当
者
を
対
象
に
日
本
の
交
渉

姿
勢
を
批
判
す
る
広
報
活
動
を
繰
り
広
げ
て
い
た
。
一
見
、
そ
う
し
た
反
日
外
交
の
延
長
線
上
の
よ
う
に
見
え
る
も
の
の
、
李
承
晩
が

「
日
本
問
題
」
へ
集
中
す
る
よ
う
訴
え
た
理
由
は
、
ア
メ
リ
カ
の
対
日
政
策
に
潜
む
新
た
な
危
険
要
因
に
気
付
い
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
李

承
晩
は
、
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
）
24
（
る
。

ア
メ
リ
カ
が
日
本
を
経
済
、
軍
事
的
に
強
化
し
な
い
と
日
本
が
ソ
連
側
と
協
力
す
る
の
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
な
い
と
、
一
部
の
人
々
は
言
っ
て
い
る
。
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こ
の
よ
う
に
、
日
本
の
国
力
増
強
が
反
共
闘
争
と
関
連
し
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
論
理
は
非
常
に
重
要
な
可
能
性
を
見
逃
し
て
い
る
。
日
本
が
ア
ジ
ア

の
支
配
勢
力
と
し
て
回
復
し
た
ら
、
そ
れ
以
後
日
本
が
ず
っ
と
共
産
圏
と
距
離
を
置
い
て
離
れ
て
い
る
と
、
誰
が
確
信
を
も
っ
て
言
え
る
の
で
あ
ろ
う

か
。

　
こ
う
し
て
李
承
晩
は
、
ア
メ
リ
カ
の
対
日
政
策
の
論
理
と
真
っ
向
か
ら
対
立
す
る
論
理
を
提
示
し
た
。
李
承
晩
は
、
む
し
ろ
日
本
は
経

済
力
、
軍
事
力
が
増
強
さ
れ
る
に
つ
れ
、
ア
メ
リ
カ
の
冷
戦
戦
略
に
忠
実
に
な
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
パ
ワ
ー
を
も
っ
て
よ
り
自
立
的
に

行
動
し
、
共
産
圏
へ
接
近
す
る
と
主
張
し
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
李
承
晩
の
主
張
は
、
ア
メ
リ
カ
の
対
日
政
策
が
日
本
を
強
大
化
さ
せ
る
こ
と
に
対
し
て
抵
抗
す
る
論
理
を
提
示
す
る
狙
い

が
あ
っ
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
し
か
し
、
同
時
に
、
ア
メ
リ
カ
の
対
日
政
策
が
、
む
し
ろ
日
本
を
共
産
圏
へ
向
か
わ
せ
る
可
能
性
に

つ
い
て
、
李
承
晩
が
強
く
警
戒
し
て
い
た
こ
と
も
事
実
で
あ
っ
た
。
九
月
八
日
、
李
承
晩
は
、
梁
裕
燦
駐
米
韓
国
大
使
宛
の
書
簡
に
お
い

て
、
ア
メ
リ
カ
の
対
日
戦
略
は
大
き
な
間
違
い
で
あ
る
と
し
、「
日
本
は
強
く
な
っ
た
ら
、
ア
メ
リ
カ
に
背
を
向
け
る
か
ら
で
あ
る
」
と

述
べ
て
い
）
25
（

る
。

　
李
承
晩
が
、
上
述
し
た
主
張
の
根
拠
と
し
て
挙
げ
た
の
は
、
共
産
圏
に
対
す
る
日
本
の
友
好
的
姿
勢
で
あ
っ
た
。
李
承
晩
は
、
共
産
圏

に
友
好
的
な
日
本
の
姿
勢
を
受
け
て
、
日
本
が
ア
メ
リ
カ
の
利
益
に
反
し
て
共
産
圏
に
接
近
す
る
の
で
は
な
い
か
と
そ
の
意
図
を
警
戒
し
、

日
本
の
国
力
増
強
を
問
題
視
し
た
の
で
あ
る
。
李
承
晩
は
、
韓
国
が
ア
メ
リ
カ
の
対
日
政
策
を
批
判
し
た
ら
、「
ア
メ
リ
カ
は
、
日
本
を

軍
事
的
、
経
済
的
に
増
強
し
な
い
と
、
日
本
が
ソ
連
側
に
付
く
と
答
え
る
の
み
で
あ
っ
た
」
と
指
摘
し
つ
つ
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
）
26
（
る
。

日
本
の
不
明
確
な
反
共
姿
勢
が
、
ア
ジ
ア
諸
国
に
さ
ら
な
る
疑
い
と
憎
し
み
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
日
本
が
明
確
な
姿
勢
を
と
り
、
邪
悪
な
共
産
主
義

勢
力
に
対
抗
す
る
諸
国
と
提
携
し
た
ら
、
世
界
平
和
と
西
側
陣
営
の
最
大
の
利
益
に
叶
う
に
違
い
な
い
。
も
う
一
度
、
脆
弱
な
日
本
が
ソ
連
に
向
か
う
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と
の
命
題
に
話
し
を
戻
し
て
見
よ
う
。
善
意
の
あ
る
ア
メ
リ
カ
人
が
、
強
い
日
本
は
ソ
連
側
に
付
か
な
い
と
確
信
す
る
根
拠
は
何
で
あ
ろ
う
か
。

　
し
か
し
現
実
的
な
見
通
し
と
し
て
、
韓
国
は
、
す
ぐ
に
日
本
が
共
産
圏
へ
接
近
す
る
と
考
え
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
韓
国
は
、
共
産

圏
に
対
す
る
日
本
の
姿
勢
に
疑
い
の
目
を
向
け
つ
つ
も
、
他
方
で
は
、
日
韓
の
懸
案
問
題
を
解
決
し
、
西
側
陣
営
の
強
化
を
図
る
道
を

探
っ
て
い
た
。
一
○
月
五
日
、
オ
リ
バ
ー
は
、
李
承
晩
宛
の
書
簡
に
お
い
て
、
日
韓
問
題
解
決
の
原
則
と
し
て
次
の
五
点
を
挙
げ
た
。
⑴

日
本
は
、
韓
国
の
財
産
、
領
土
に
対
す
る
す
べ
て
の
要
求
を
撤
回
し
、
そ
れ
を
公
言
す
る
こ
と
、
⑵
援
助
計
画
の
下
で
、
日
本
に
対
す
る

経
済
的
独
立
を
維
持
す
る
方
向
で
韓
国
経
済
の
発
展
を
図
る
こ
と
、
⑶
漁
業
問
題
は
、
韓
国
の
権
利
保
護
を
原
則
と
し
て
妥
結
を
図
る
こ

と
、
⑷
日
韓
に
同
類
、
同
量
の
武
器
を
提
供
し
、
日
本
に
よ
る
あ
ら
ゆ
る
支
配
に
対
し
て
韓
国
の
安
全
を
保
障
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
日

韓
間
の
軍
事
力
均
衡
を
保
つ
こ
と
、
⑸
こ
れ
ら
の
条
件
が
整
っ
た
ら
、
日
韓
は
外
交
関
係
を
回
復
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
オ
リ
バ
ー
は
、

上
述
の
条
件
が
満
た
さ
れ
れ
ば
、
一
定
の
制
約
の
下
で
日
本
を
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｔ
Ｏ
へ
参
加
さ
せ
る
問
題
に
つ
い
て
議
論
し
、
韓
国
復
興
問
題
も

解
決
で
き
る
と
付
け
く
わ
え
た
。
李
承
晩
は
、
オ
リ
バ
ー
の
提
案
に
対
し
て
承
認
を
与
え
、
そ
の
実
現
を
図
る
べ
く
国
務
省
へ
働
き
か
け

を
行
っ
）
27
（
た
。

　
韓
国
政
府
内
で
日
本
問
題
の
検
討
が
行
わ
れ
る
中
で
、
日
本
は
対
韓
関
係
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
立
場
を
取
っ
て
い
た
の
か
。
一
二
月

に
作
成
さ
れ
た
外
務
省
の
内
部
文
書
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
日
本
は
消
極
姿
勢
を
強
め
て
い
た
。「
対
韓
関
係
当
面
の
対
処
方
針

（
案
）」
と
題
す
る
文
書
で
は
、
日
韓
交
渉
の
現
状
に
つ
い
て
、
妥
結
は
日
本
国
内
で
在
韓
財
産
に
対
す
る
補
償
問
題
を
浮
き
彫
り
に
さ
せ

る
恐
れ
が
あ
る
と
指
摘
し
、
対
処
方
針
と
し
て
韓
国
政
府
の
非
理
性
的
な
反
日
言
動
に
一
々
応
じ
ず
、
韓
国
内
の
対
日
世
論
、
国
際
情
勢

が
好
転
し
、
日
本
に
と
っ
て
有
利
な
時
期
が
来
る
の
を
待
つ
こ
と
が
提
言
さ
れ
）
28
（
た
。
こ
う
し
た
外
務
省
の
情
勢
認
識
は
、
吉
田
茂
首
相
の

判
断
と
軌
を
一
つ
に
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
日
韓
関
係
の
停
滞
に
懸
念
を
示
す
ダ
レ
ス
に
対
し
、
吉
田
は
、「
時
間
が
解
決
す
る
。

待
つ
べ
き
で
す
」
と
答
え
）
29
（
た
。
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三
　
共
産
圏
に
対
す
る
日
本
国
内
の
動
き
と
韓
国

㈠
　
鳩
山
一
郎
内
閣
及
び
日
本
の
民
間
ア
ク
タ
ー
の
共
産
圏
外
交
と
ア
メ
リ
カ
の
対
応

　
一
九
五
四
年
一
二
月
、
吉
田
内
閣
の
後
を
継
い
で
鳩
山
内
閣
が
成
立
し
た
。
吉
田
外
交
を
向
米
一
辺
倒
と
批
判
し
て
き
た
鳩
山
一
郎
首

相
は
、「
自
主
外
交
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
下
で
、「
中
共
と
ソ
連
と
国
交
を
正
常
化
す
る
こ
と
は
、
世
界
平
和
に
通
じ
る
道
で
あ
る
」
と
の

持
論
を
述
べ
）
30
（
た
。

　
し
か
し
、
鳩
山
内
閣
の
自
主
外
交
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、
日
本
が
共
産
圏
に
急
接
近
す
る
と
の
印
象
を
諸
外
国
に
与
え
た
。
と
り
わ
け
、
ア

メ
リ
カ
に
は
、
鳩
山
内
閣
の
自
主
外
交
方
針
は
、
中
立
主
義
の
表
明
の
よ
う
に
聞
こ
え
）
31
（

た
。
ダ
レ
ス
は
、
一
九
五
五
年
一
月
一
〇
日
付
の

駐
日
米
国
大
使
館
宛
の
電
報
に
お
い
て
、
ア
メ
リ
カ
も
ソ
連
と
外
交
関
係
を
築
い
て
い
る
と
い
う
現
状
か
ら
す
れ
ば
、
日
ソ
の
外
交
関
係

樹
立
に
は
反
対
し
な
い
が
、「
現
段
階
で
、
日
本
が
共
産
中
国
を
承
認
す
る
こ
と
に
反
対
す
る
」
方
針
を
示
し
）
32
（

た
。

　
ア
メ
リ
カ
の
疑
念
に
直
面
に
す
る
中
、
鳩
山
内
閣
の
自
主
外
交
論
も
後
退
の
兆
し
を
見
せ
た
。
当
初
、
鳩
山
は
、
中
ソ
両
国
と
の
国
交

回
復
を
唱
え
た
が
、
国
交
正
常
化
の
対
象
は
ソ
連
に
絞
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
鳩
山
は
、
所
信
表
明
演
説
に
お
い
て
、
緊
密

な
日
米
協
調
の
必
要
性
を
強
く
強
調
し
た
上
で
、
ソ
連
と
の
外
交
関
係
と
中
国
と
の
貿
易
拡
大
を
進
め
て
い
く
と
し
、
ソ
連
、
中
国
と
は

そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
度
合
い
で
関
係
を
改
善
し
て
い
く
姿
勢
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
の
背
後
に
は
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
牽
制
が
あ
っ
）
33
（
た
。
し

か
し
、
鳩
山
内
閣
に
対
す
る
ア
メ
リ
カ
の
不
信
が
、
完
全
に
払
拭
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
ア
リ
ソ
ン
（John M

. Allison

）
駐
日

ア
メ
リ
カ
大
使
は
、
国
務
省
宛
の
電
報
の
中
で
、
日
本
が
対
米
偏
重
を
是
正
し
、
自
主
外
交
の
一
環
と
し
て
共
産
圏
と
の
関
係
改
善
を
模

索
す
る
傾
向
は
一
層
強
ま
る
と
警
告
し
）
34
（

た
。
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一
方
、
日
本
と
共
産
圏
の
政
治
的
関
係
が
制
約
を
受
け
る
中
で
、
民
間
は
活
発
な
動
き
を
見
せ
て
い
た
。
代
表
的
な
例
と
し
て
、
日
本

国
際
貿
易
促
進
協
会
の
対
中
民
間
貿
易
が
挙
げ
ら
れ
る
。
経
済
の
赤
十
字
社
を
自
負
し
、
日
本
の
経
済
外
交
の
一
環
と
し
て
国
交
の
な
い

地
域
と
の
貿
易
拡
大
を
訴
え
る
同
協
会
は
、
一
九
五
五
年
一
月
に
、
訪
中
し
た
村
田
省
蔵
会
長
が
中
国
の
周
恩
来
首
相
と
会
談
を
行
い
、

中
国
通
商
使
節
団
の
来
日
と
見
本
市
展
覧
会
の
相
互
開
催
に
合
意
を
見
る
な
ど
、
活
動
の
成
果
を
上
げ
て
い
）
35
（
た
。
村
田
が
訪
中
成
果
を
鳩

山
に
直
接
報
告
し
た
こ
と
か
ら
も
分
か
る
よ
う
、
同
協
会
は
、
対
共
産
圏
貿
易
団
体
と
し
て
存
在
感
を
増
し
て
い
）
36
（

た
。

　
一
九
五
五
年
三
月
、
中
国
使
節
団
が
来
日
し
、
国
会
議
員
連
盟
と
日
本
国
際
貿
易
促
進
協
会
と
貿
易
協
定
の
交
渉
に
入
る
と
、
ア
メ
リ

カ
は
、
日
中
民
間
貿
易
が
政
治
的
性
格
を
帯
び
る
こ
と
を
警
戒
し
た
。
中
国
は
民
間
貿
易
に
政
府
を
巻
き
込
ん
で
い
く
べ
く
、
代
表
団
全

員
が
官
民
両
方
の
身
分
を
携
え
て
い
）
37
（
た
。
さ
ら
に
、
ア
メ
リ
カ
は
、
第
三
次
日
中
民
間
貿
易
協
定
に
貿
易
代
表
部
の
相
互
設
置
の
規
定
が

含
ま
れ
る
と
、
そ
れ
が
日
本
に
よ
る
中
国
政
府
の
承
認
に
繫
が
る
こ
と
を
懸
念
し
た
の
で
あ
）
38
（

る
。
ア
メ
リ
カ
の
反
対
を
受
け
、
結
局
、
日

本
政
府
は
貿
易
代
表
部
の
設
置
を
認
め
ず
、
一
般
貿
易
関
係
者
の
長
期
駐
在
と
同
様
の
地
位
を
与
え
る
に
と
ど
ま
っ
た
。
し
か
し
、
第
三

次
日
中
民
間
貿
易
協
定
は
、
決
済
方
法
の
改
善
、
見
本
市
の
相
互
開
催
が
基
本
文
書
に
規
定
さ
れ
る
な
ど
、
日
中
間
の
こ
れ
ま
で
の
民
間

協
定
と
比
べ
て
画
期
的
な
成
果
と
し
て
評
価
さ
れ
）
39
（
た
。

㈡
　
鳩
山
一
郎
内
閣
に
対
す
る
韓
国
の
不
信
感
と
期
待
感

　
駐
日
韓
国
代
表
部
は
、
鳩
山
の
首
相
就
任
直
後
か
ら
新
内
閣
の
外
交
政
策
の
動
向
に
注
目
し
て
い
た
。
日
本
の
新
内
閣
の
対
韓
政
策
と

共
に
、
駐
日
韓
国
代
表
部
が
注
目
し
た
の
は
、
日
本
の
新
内
閣
が
ソ
連
、
中
国
と
の
外
交
関
係
を
正
常
化
し
て
貿
易
を
拡
大
す
る
と
の
旨

を
明
ら
か
に
し
た
点
で
あ
っ
た
。
韓
国
は
共
産
圏
と
の
関
係
改
善
を
図
る
新
内
閣
の
意
図
に
疑
い
の
目
を
向
け
て
い
た
。
こ
う
し
た
認
識

の
根
拠
に
は
、
金
溶
植
の
以
下
の
よ
う
な
分
析
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
鳩
山
内
閣
に
見
ら
れ
る
対
米
自
主
の
欲
求
に
対
す
る
懸
念
が

あ
っ
）
40
（
た
。
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鳩
山
と
与
党
の
政
治
家
た
ち
は
、
だ
い
た
い
戦
前
の
人
物
が
多
く
、
彼
ら
の
演
説
に
は
、
日
本
を
よ
り
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
で
、
外
交
政
策
に
お

い
て
は
、
自
主
的
な
方
向
へ
向
か
わ
せ
よ
う
と
す
る
日
本
社
会
の
雰
囲
気
が
反
映
さ
れ
て
い
ま
す
。（
中
略
）
以
前
、
私
が
ご
報
告
申
し
上
げ
た
よ
う

に
、
新
内
閣
は
共
産
圏
と
の
関
係
樹
立
に
興
味
を
示
し
て
お
り
、
こ
れ
に
対
し
、
ア
メ
リ
カ
は
影
響
力
を
一
層
強
く
行
使
す
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　
韓
国
は
、
日
本
は
西
側
陣
営
の
一
員
と
し
て
、
政
治
的
、
経
済
的
に
ア
メ
リ
カ
に
依
存
し
て
い
る
が
、
鳩
山
内
閣
は
こ
う
し
た
現
状
を

修
正
し
よ
う
と
し
て
い
る
と
認
識
し
、
同
内
閣
の
共
産
圏
外
交
を
そ
の
一
環
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
現
実
的
な
見
通
し
と
し
て
は
、
韓
国
は
、
鳩
山
内
閣
下
の
日
本
が
す
ぐ
に
ア
メ
リ
カ
か
ら
離
れ
て
共
産
圏
に
接
近
す
る
と
は
考

え
ず
、
対
米
協
調
路
線
は
維
持
さ
れ
る
と
予
想
し
て
い
た
。
鳩
山
内
閣
は
外
交
の
自
主
性
を
主
張
し
て
い
る
も
の
の
、
日
本
は
ア
メ
リ
カ

と
の
協
調
な
し
で
は
、
政
治
的
、
経
済
的
に
存
続
し
に
く
い
と
い
う
厳
し
い
現
実
に
直
面
し
て
い
る
と
考
え
て
い
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
日

本
政
府
は
「
反
共
が
共
産
圏
と
の
外
交
関
係
樹
立
を
断
る
理
由
に
は
な
ら
な
い
」
と
い
う
立
場
を
取
っ
て
お
り
、
中
国
と
の
貿
易
拡
大
が

日
本
国
内
で
高
い
支
持
を
得
て
い
る
こ
と
に
は
警
戒
し
つ
つ
も
、
当
分
の
間
、
慎
重
さ
を
保
っ
て
動
向
を
見
極
め
る
こ
と
が
韓
国
の
立
場

で
あ
っ
た
と
言
え
）
41
（

る
。

　
事
実
、
鳩
山
は
、
対
米
関
係
以
外
の
分
野
に
お
い
て
、
外
交
的
膠
着
状
態
を
打
破
し
よ
う
と
し
て
お
り
、
対
韓
関
係
も
そ
の
例
外
で
は

な
か
っ
た
。
鳩
山
は
、
一
九
五
四
年
一
二
月
の
韓
国
メ
デ
ィ
ア
と
の
書
面
会
見
に
お
い
て
、
友
好
と
善
隣
の
精
神
の
下
で
対
韓
関
係
の
改

善
を
望
む
と
述
べ
、
韓
国
は
そ
れ
を
高
く
評
価
し
）
42
（

た
。
李
承
晩
は
、
鳩
山
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
つ
い
て
、
以
前
の
吉
田
内
閣
に
は
見
ら
れ
な

か
っ
た
こ
と
で
あ
る
と
し
、
韓
国
政
府
の
立
場
と
し
て
日
本
と
の
懸
案
問
題
を
解
決
す
る
意
思
を
表
明
す
る
こ
と
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
鳩
山

内
閣
の
意
図
を
反
映
し
て
い
る
か
否
か
に
つ
い
て
よ
り
深
く
探
る
こ
と
、
適
切
な
時
期
に
日
本
が
ソ
連
、
中
国
と
関
係
改
善
を
図
る
こ
と

に
つ
い
て
反
対
の
旨
を
表
明
す
る
こ
と
を
金
溶
植
に
指
示
し
）
43
（
た
。
韓
国
は
、
日
本
の
新
内
閣
の
共
産
圏
外
交
に
対
す
る
警
戒
心
を
持
ち
つ

つ
も
、
鳩
山
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
契
機
に
、
対
日
関
係
の
改
善
に
向
け
て
動
き
出
し
た
の
で
あ
る
。
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一
九
五
五
年
一
月
の
金
溶
植
に
よ
る
鳩
山
へ
の
表
敬
訪
問
は
、
日
本
の
新
内
閣
に
対
す
る
韓
国
側
の
警
戒
心
と
期
待
感
が
表
明
さ
れ
る

場
と
な
っ
た
。
ま
ず
金
溶
植
は
、
日
本
の
新
し
い
内
閣
が
誕
生
し
て
か
ら
、
日
本
の
対
韓
姿
勢
が
変
わ
り
つ
つ
あ
る
と
い
う
印
象
を
受
け

た
と
し
、
鳩
山
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
高
く
評
価
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
鳩
山
は
誠
意
を
も
っ
て
懸
案
問
題
を
解
決
し
て
い
く
と
述
べ
）
44
（
た
。

　
全
般
的
に
友
好
的
な
雰
囲
気
で
話
し
が
進
ん
で
い
く
中
で
、
請
求
権
問
題
、
漁
業
問
題
な
ど
の
懸
案
問
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
痕
跡
は

な
い
。
そ
こ
で
注
目
す
べ
き
な
の
は
、
金
溶
殖
が
韓
国
の
反
共
姿
勢
を
強
調
し
た
点
で
あ
る
。
金
溶
殖
に
よ
れ
ば
、
韓
国
は
西
側
陣
営
の

安
全
の
た
め
に
反
共
闘
争
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
反
共
精
神
の
下
で
日
本
と
の
関
係
を
改
善
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
金
溶
殖
が
、

そ
う
し
た
主
張
を
し
た
理
由
は
、
ソ
連
や
中
国
と
の
関
係
改
善
を
試
み
る
鳩
山
に
対
し
、
韓
国
は
共
産
圏
に
対
す
る
い
か
な
る
友
好
姿
勢

も
容
認
し
な
い
方
針
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
で
あ
っ
）
45
（
た
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
鳩
山
内
閣
の
積
極
姿
勢
と
李
承
晩
政
権
の
期
待

感
が
呼
応
す
る
形
で
、
日
韓
会
談
の
再
開
に
向
け
て
外
交
当
局
者
間
の
交
渉
が
始
ま
る
こ
と
と
な
っ
た
。

㈢
　
日
本
の
ア
メ
リ
カ
離
れ
に
対
す
る
韓
国
の
懸
念
と
日
韓
関
係
の
停
滞

　
そ
の
後
、
日
韓
外
交
当
局
者
間
の
交
渉
で
は
、
久
保
田
発
言
や
請
求
権
問
題
、
日
韓
不
可
侵
条
約
な
ど
両
国
の
懸
案
問
題
に
つ
い
て
議

論
が
交
わ
さ
れ
た
。
い
く
つ
か
の
争
点
に
お
い
て
は
、
建
設
的
な
対
話
が
行
わ
れ
た
。
し
か
し
、
韓
国
は
、
日
本
の
共
産
圏
外
交
に
対
す

る
警
戒
心
を
緩
め
な
か
っ
た
。
金
溶
植
は
、
一
九
五
五
年
二
月
二
八
日
に
開
か
れ
た
谷
正
之
外
務
次
官
と
の
会
談
に
お
い
て
、「
共
産
主

義
と
激
し
い
戦
い
を
繰
り
広
げ
て
い
る
」
韓
国
の
現
状
を
強
調
し
、
日
本
が
ソ
連
と
の
関
係
改
善
を
模
索
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、「
日
韓

関
係
の
発
展
を
阻
害
す
る
」
行
為
で
あ
る
と
警
告
し
）
46
（

た
。
韓
国
は
日
本
が
よ
り
明
確
な
反
共
姿
勢
を
見
せ
る
よ
う
促
し
た
。

　
金
溶
植
の
対
応
に
は
、
反
共
の
前
哨
基
地
と
し
て
韓
国
の
戦
略
的
な
価
値
を
強
調
し
、
請
求
権
、
漁
業
問
題
な
ど
に
お
い
て
、
日
本
か

ら
譲
歩
を
引
き
出
す
と
い
う
交
渉
術
の
側
面
が
あ
っ
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
し
か
し
、
韓
国
が
日
本
の
共
産
圏
外
交
に
対
し
て
疑
い

の
念
を
抱
い
て
い
た
こ
と
も
事
実
で
あ
っ
た
。
金
溶
植
に
よ
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
は
、
日
本
が
共
産
側
に
深
く
関
わ
ら
な
い
よ
う
圧
力
を
か
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け
つ
つ
、
共
産
圏
と
の
外
交
正
常
化
へ
の
要
求
を
抑
え
る
た
め
に
、
経
済
援
助
を
ま
す
ま
す
増
大
し
て
い
る
が
、「
一
つ
確
か
な
の
は
、

日
本
は
自
主
的
な
外
交
政
策
を
模
索
し
て
お
り
、
ア
メ
リ
カ
の
影
響
力
か
ら
離
れ
よ
う
と
し
て
き
た
」
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
）
47
（

た
。
三
月
四

日
、
金
溶
植
は
、
李
承
晩
宛
の
書
簡
の
中
で
、
次
の
よ
う
に
報
告
し
て
い
る
。

以
前
の
吉
田
外
交
は
、
ア
メ
リ
カ
と
の
緊
密
な
関
係
を
特
徴
と
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
現
在
の
日
本
政
府
が
望
む
立
場
は
、
イ
ギ
リ
ス
と
イ
ン
ド

路
線
の
間
の
ど
こ
か
に
あ
り
ま
す
。
日
本
は
、
国
際
社
会
で
自
国
の
発
言
力
を
強
化
す
る
こ
と
に
尽
力
し
て
お
り
、
上
述
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
通
し
て
、

他
の
陣
営
へ
の
バ
ー
ゲ
ニ
ン
グ
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
高
め
よ
う
と
し
て
い
ま
）
48
（

す
。

　
韓
国
が
、
鳩
山
内
閣
の
共
産
圏
外
交
を
ア
メ
リ
カ
離
れ
の
動
き
と
し
て
警
戒
し
て
い
た
の
は
前
節
で
触
れ
た
が
、
そ
の
度
合
い
が
一
層

強
く
な
っ
た
の
は
注
目
に
値
す
る
。
駐
日
韓
国
代
表
部
と
李
承
晩
と
の
や
り
と
り
を
見
る
と
、
そ
の
理
由
と
し
て
次
の
二
つ
が
挙
げ
ら
れ

る
。
第
一
に
、
日
本
に
対
す
る
ア
メ
リ
カ
の
影
響
力
で
あ
る
。
日
本
が
中
国
と
の
貿
易
拡
大
を
図
り
、
ア
メ
リ
カ
と
の
関
係
が
ぎ
く
し
ゃ

く
す
る
の
は
、
吉
田
内
閣
の
時
代
で
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
り
、
韓
国
は
そ
れ
を
「
ア
メ
リ
カ
の
対
日
影
響
力
が
ま
す
ま
す
落
ち

て
い
く
」
こ
と
を
示
す
証
し
と
し
て
捉
え
て
い
）
49
（
た
。
第
二
に
、
共
産
圏
の
対
日
平
和
攻
勢
に
対
す
る
警
戒
心
も
働
い
た
。
韓
国
は
、
日
本

に
対
す
る
ソ
連
の
国
交
交
渉
提
案
を
共
産
圏
の
平
和
攻
勢
と
し
て
捉
え
、
日
ソ
の
国
交
樹
立
を
西
側
陣
営
の
結
束
を
揺
る
が
す
も
の
と
考

え
た
。
ま
た
、
ソ
連
の
平
和
攻
勢
に
乗
じ
て
、
北
朝
鮮
も
同
様
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
取
る
可
能
性
が
あ
っ
）
50
（
た
。

　
鳩
山
内
閣
の
共
産
圏
外
交
の
範
囲
が
北
朝
鮮
に
ま
で
及
ぶ
と
、
韓
国
の
警
戒
心
は
一
層
強
ま
っ
た
。
二
月
に
北
朝
鮮
の
南
一
外
相
が

「
貿
易
、
文
化
関
係
及
び
そ
の
他
の
朝
日
関
係
の
樹
立
、
発
展
に
関
す
る
諸
問
題
を
具
体
的
に
討
議
す
る
」
意
思
を
表
明
し
た
の
に
対
し
、

鳩
山
は
当
初
は
否
定
的
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
北
朝
鮮
の
提
案
に
応
じ
る
姿
勢
を
示
し
た
の
で
あ
）
51
（

る
。
韓
国
は
、
鳩
山
の
発
言
に
つ
い
て
、

日
本
が
事
実
上
北
朝
鮮
の
体
制
を
認
定
し
、
国
交
を
開
く
可
能
性
を
示
唆
す
る
こ
と
と
し
て
受
け
止
め
、
強
く
反
発
し
た
。
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そ
の
後
、
韓
国
で
は
、
日
本
の
共
産
圏
外
交
に
対
す
る
懸
念
の
声
が
噴
出
し
た
。
駐
韓
ア
メ
リ
カ
大
使
館
の
前
で
は
、
日
本
の
共
産
圏

接
触
を
糾
弾
し
、
ア
メ
リ
カ
の
対
日
政
策
の
再
考
を
促
す
デ
モ
が
起
こ
り
、
乱
闘
が
生
じ
る
事
態
と
な
っ
）
52
（

た
。
六
月
一
八
日
、
丁
一
權
陸

軍
参
謀
総
長
は
、
マ
ッ
ク
ラ
ー
キ
ン
（Robert J. M

cClurkin

）
北
東
ア
ジ
ア
課
長
と
の
会
談
に
お
い
て
、
日
本
の
共
産
圏
貿
易
を
批
判
し
、

日
本
が
ソ
連
、
中
国
、
北
朝
鮮
と
の
関
係
を
結
ば
な
い
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
が
影
響
力
を
行
使
す
べ
き
と
主
張
し
た
。
そ
し
て
、
現
在
日

本
は
自
立
政
策
の
方
向
に
向
か
っ
て
お
り
、
西
側
陣
営
に
危
険
を
も
た
ら
す
と
警
告
し
た
。
マ
ッ
ク
ラ
ー
キ
ン
は
、
ア
メ
リ
カ
も
日
本
の

最
近
の
傾
向
に
注
意
を
払
っ
て
い
る
と
答
え
）
53
（
た
。

　
韓
国
の
懸
念
対
象
は
、
日
本
政
府
に
止
ま
ら
な
か
っ
た
。
韓
国
は
、
共
産
圏
と
の
貿
易
拡
大
を
推
進
す
る
日
本
の
民
間
ア
ク
タ
ー
の
動

き
に
も
注
意
を
払
っ
て
い
た
。
例
え
ば
、
日
中
間
の
第
三
次
民
間
貿
易
協
定
に
対
す
る
韓
国
の
認
識
で
あ
る
。
金
溶
植
は
、
第
三
次
日
中

民
間
貿
易
協
定
を
受
け
て
「
政
治
的
観
点
か
ら
今
度
の
貿
易
交
渉
は
重
要
な
意
味
が
あ
る
」
と
受
け
止
め
て
い
た
。
第
三
次
民
間
貿
易
協

定
は
政
府
協
定
と
し
て
認
定
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
中
国
代
表
団
の
来
日
が
共
産
中
国
の
漸
進
的
な
承
認
へ
の
礎
と
な
る
と
懸
念
し
て
い
た

か
ら
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
中
国
代
表
団
が
日
本
の
経
済
状
況
を
視
察
し
て
財
界
人
と
交
流
す
る
機
会
を
得
て
お
り
、
共
産
圏
の
平
和
攻
勢

を
一
層
鼓
舞
さ
せ
る
恐
れ
も
あ
っ
）
54
（
た
。

　
日
中
民
間
貿
易
の
主
役
を
担
っ
た
日
本
国
際
貿
易
促
進
協
会
が
、
北
朝
鮮
と
の
貿
易
を
模
索
す
る
と
、
韓
国
の
警
戒
心
は
深
刻
の
度
を

増
し
た
。
同
協
会
は
、
第
三
次
日
中
貿
易
協
定
を
契
機
に
、
北
朝
鮮
へ
貿
易
使
節
団
を
派
遣
す
る
方
針
を
明
ら
か
に
し
た
。
韓
国
は
、
日

中
民
間
貿
易
の
政
治
的
効
果
を
警
戒
し
た
だ
け
に
、
日
朝
民
間
貿
易
も
同
様
の
効
果
を
も
た
ら
す
の
で
は
な
い
か
と
判
断
し
た
と
思
わ
れ

る
。
金
溶
植
は
、
日
本
国
際
貿
易
促
進
協
会
の
動
き
に
つ
い
て
、「
日
中
貿
易
協
定
と
類
似
し
た
も
の
を
北
朝
鮮
と
も
結
ぼ
う
と
し
て
い

る
」
と
指
摘
し
、
ア
メ
リ
カ
の
影
響
力
を
利
用
し
て
阻
止
す
る
こ
と
を
提
言
し
）
55
（
た
。

　
六
月
一
日
、
柳
泰
夏
駐
日
韓
国
代
表
部
参
事
官
と
駐
日
ア
メ
リ
カ
大
使
館
の
ラ
ム
（Richard H

. Lam
b

）
二
等
書
記
官
と
の
会
談
で
、

日
本
の
共
産
圏
外
交
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
ラ
ム
は
、
日
本
の
対
中
、
対
ソ
政
策
に
関
し
て
は
、
ア
メ
リ
カ
の
影
響
力
に
も
限
界
が
あ
る
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と
し
つ
つ
も
、
日
朝
関
係
に
関
し
て
は
如
何
な
る
交
渉
も
反
対
す
る
旨
を
明
ら
か
に
し
た
。
対
す
る
柳
泰
夏
は
、
村
田
は
鳩
山
に
対
し
て

影
響
力
を
持
っ
て
い
る
人
物
で
あ
る
と
し
、
彼
の
活
動
は
日
本
政
府
が
北
朝
鮮
と
外
交
関
係
を
結
ぶ
た
め
の
最
初
の
一
手
な
の
で
は
な
い

か
と
し
、
日
朝
民
間
貿
易
に
対
す
る
不
信
感
を
表
し
）
56
（
た
。
駐
日
ア
メ
リ
カ
大
使
館
は
、
北
朝
鮮
と
の
貿
易
協
定
を
試
み
る
日
本
財
界
有
力

人
の
動
き
が
、
彼
ら
の
中
国
、
ソ
連
と
の
活
動
と
類
似
性
を
持
っ
て
い
る
点
に
注
意
を
払
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
日
本
内
で
対
北
朝
鮮
貿

易
を
唱
え
る
民
間
人
は
少
数
に
す
ぎ
ず
、
多
数
の
財
界
人
、
政
治
家
は
対
韓
関
係
を
害
し
て
ま
で
北
朝
鮮
と
の
関
係
を
改
善
す
る
考
え
は

な
い
と
判
断
し
て
い
）
57
（
た
。
ア
メ
リ
カ
も
日
朝
接
近
に
対
し
て
憂
慮
の
念
を
抱
い
て
い
た
が
、
そ
れ
は
、
日
本
が
韓
国
の
頭
越
し
で
北
朝
鮮

と
の
関
係
を
改
善
す
る
可
能
性
を
警
戒
し
た
と
い
う
よ
り
も
、
日
朝
関
係
に
対
す
る
日
本
政
府
の
発
言
や
民
間
の
行
き
過
ぎ
た
行
動
が
、

日
韓
関
係
に
も
た
ら
す
悪
影
響
を
懸
念
し
た
と
言
え
よ
う
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
韓
国
の
反
発
を
受
け
て
、
日
朝
関
係
に
対
す
る
鳩
山
の
言
動
も
変
化
の
兆
し
を
見
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
鳩
山
は
、

北
朝
鮮
と
の
民
間
交
流
を
抑
え
つ
つ
、
韓
国
と
の
国
交
正
常
化
を
優
先
す
る
姿
勢
を
示
す
よ
う
に
な
っ
）
58
（
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
韓
国
は
日
本
の
共
産
圏
外
交
に
対
す
る
強
硬
姿
勢
を
崩
さ
な
か
っ
た
。
鳩
山
内
閣
が
依
然
と
し
て
対
中
、
対
ソ
関
係

の
改
善
を
図
っ
て
い
る
こ
と
に
対
し
、
韓
国
の
不
信
感
は
強
ま
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
七
月
一
日
、
柳
泰
夏
は
、
中
川
融
ア
ジ
ア
局

長
と
の
会
談
で
、
鳩
山
内
閣
の
中
ソ
接
近
と
北
朝
鮮
問
題
に
関
す
る
発
言
の
た
め
、
韓
国
の
対
日
認
識
が
日
増
し
に
悪
化
し
て
い
る
と
主

張
し
、
鳩
山
に
対
す
る
不
信
感
を
表
し
た
。
中
川
が
、
韓
国
と
の
国
交
樹
立
に
悪
影
響
を
与
え
る
限
り
北
朝
鮮
と
の
交
渉
は
行
わ
な
い
方

針
を
強
調
し
て
会
談
の
再
開
を
求
め
た
の
に
対
し
、
柳
泰
夏
は
、
鳩
山
へ
の
不
信
感
を
示
す
の
み
で
あ
っ
）
59
（

た
。
日
韓
会
談
が
再
開
さ
れ
な

か
っ
た
背
景
に
は
、
請
求
権
交
渉
の
膠
着
状
態
だ
け
で
は
な
く
、
日
本
の
共
産
圏
外
交
に
対
す
る
韓
国
の
不
信
感
と
強
硬
姿
勢
が
あ
っ
た

の
で
あ
る
。

　
そ
の
点
に
関
し
注
目
す
べ
き
な
の
は
、
李
承
晩
自
身
が
、
日
本
が
徐
々
に
ア
メ
リ
カ
と
の
提
携
か
ら
離
れ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
の

不
安
を
募
ら
せ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
李
承
晩
は
、
そ
の
頃
金
溶
植
に
宛
て
た
書
簡
で
、
ア
メ
リ
カ
は
多
額
の
援
助
を
与
え
る
こ
と
に
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よ
っ
て
、
日
本
を
西
側
陣
営
に
繫
ぎ
止
め
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
日
本
は
ソ
連
、
中
国
、
北
朝
鮮
の
方
へ
傾
斜
し
つ
つ
あ
る
と
し
、
日
本

を
西
側
陣
営
の
一
員
と
し
て
見
な
す
こ
と
に
つ
い
て
疑
問
を
示
し
た
。
そ
し
て
、
日
本
の
共
産
圏
外
交
が
反
共
を
国
是
と
す
る
韓
国
の
外

交
的
孤
立
を
も
た
ら
す
と
指
摘
し
、
日
本
が
相
変
わ
ら
ず
攻
撃
的
意
図
を
持
っ
て
い
る
と
述
べ
た
。
こ
う
し
た
韓
国
の
不
信
は
、
日
韓
会

談
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
李
承
晩
は
、
日
本
が
逆
請
求
権
を
放
棄
し
て
韓
国
の
様
々
な
要
求
を
受
け
入
れ
て
も
、
共
産
圏
諸
国
と
交
渉

を
続
け
て
い
る
限
り
日
本
は
信
頼
で
き
な
い
と
述
べ
）
60
（

た
。

四
　
東
ア
ジ
ア
冷
戦
に
お
け
る
「
日
本
問
題
」
と
李
承
晩
政
権
の
対
日
外
交

㈠
　
二
つ
の
中
国
と
韓
国
の
反
日
外
交

　
日
本
の
共
産
圏
外
交
に
対
す
る
李
承
晩
政
権
の
不
信
感
は
、
ア
メ
リ
カ
だ
け
で
は
な
く
他
の
西
側
陣
営
の
諸
外
国
と
の
関
係
に
も
影
響

を
及
ぼ
し
た
。
そ
の
代
表
的
な
例
が
、
中
華
民
国
と
の
関
係
で
あ
る
。
韓
国
と
中
華
民
国
は
、
東
ア
ジ
ア
冷
戦
情
勢
の
中
で
、
国
家
が
分

断
さ
れ
て
共
産
政
権
と
正
統
性
を
競
い
合
う
立
場
を
共
有
し
て
い
た
。
そ
う
し
た
両
者
に
と
っ
て
、
日
本
の
共
産
圏
外
交
は
共
通
の
懸
案

問
題
と
な
り
つ
つ
あ
っ
た
。
董
顕
光
駐
日
中
華
民
国
大
使
は
、
鳩
山
内
閣
が
共
産
中
国
と
関
係
改
善
を
図
ろ
う
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、

重
光
葵
外
相
に
憂
慮
を
表
明
し
、
説
明
を
求
め
た
こ
と
を
金
溶
植
に
伝
え
て
い
）
61
（
る
。

　
韓
国
は
、
日
本
の
共
産
圏
外
交
を
契
機
に
中
華
民
国
と
反
日
を
媒
介
と
す
る
提
携
関
係
の
構
築
を
模
索
し
た
。
そ
れ
ま
で
韓
国
と
中
華

民
国
は
、
反
共
を
媒
介
と
し
た
提
携
関
係
で
あ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
対
日
政
策
に
関
し
て
は
一
致
点
を
見
出
せ
な
か
っ
た
。
韓
国
が
歴

史
問
題
を
取
り
上
げ
て
日
本
を
批
判
し
、
地
域
安
保
構
想
か
ら
日
本
を
排
除
し
よ
う
と
し
て
き
た
反
面
、
中
華
民
国
は
対
日
賠
償
を
放
棄

し
て
平
和
条
約
を
早
期
に
締
結
し
、
地
域
安
保
構
想
へ
の
日
本
の
参
加
を
呼
び
掛
け
る
な
ど
、
対
日
友
好
路
線
を
取
っ
て
い
）
62
（
た
。
そ
こ
で
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韓
国
は
、
鳩
山
内
閣
下
の
日
本
が
共
産
中
国
と
の
関
係
改
善
に
取
り
組
み
、
日
中
民
間
交
流
が
拡
大
す
る
こ
と
を
背
景
に
、
中
華
民
国
が

対
日
強
硬
路
線
に
転
換
す
る
の
で
は
な
い
か
と
の
期
待
を
抱
い
た
の
で
あ
）
63
（

る
。

　
し
か
し
、
韓
国
の
期
待
と
は
裏
腹
に
、
日
本
に
対
す
る
立
場
の
相
違
は
さ
ほ
ど
縮
ま
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
一
九
五
六
年
一
月
二

六
日
、
李
承
晩
と
王
東
原
駐
韓
中
華
民
国
大
使
と
の
会
談
が
行
わ
れ
、
対
日
関
係
が
中
心
的
に
議
論
さ
れ
た
。
李
承
晩
は
、
同
会
談
の
中

で
、
日
本
の
逆
請
求
権
主
張
の
み
な
ら
ず
、
日
本
の
共
産
圏
外
交
も
問
題
点
と
し
て
指
摘
し
た
。
そ
し
て
、
ソ
連
、
中
国
、
北
朝
鮮
と
交

渉
を
続
け
て
い
る
日
本
を
西
側
陣
営
の
一
員
と
し
て
見
な
す
こ
と
へ
の
疑
問
を
示
し
、
中
華
民
国
も
韓
国
と
同
じ
く
対
日
強
硬
姿
勢
を
取

る
よ
う
促
し
た
。
王
東
原
が
韓
国
と
の
同
盟
関
係
締
結
の
可
能
性
を
持
ち
か
け
た
こ
と
に
対
し
、
李
承
晩
は
中
華
民
国
の
対
日
友
好
姿
勢

を
問
題
視
し
、
そ
う
し
た
姿
勢
を
修
正
し
な
い
限
り
、
同
盟
は
結
べ
な
い
と
答
え
）
64
（
た
。

　
李
承
晩
の
説
得
に
対
し
て
王
東
原
が
主
張
し
た
の
は
、
共
産
中
国
と
中
華
民
国
の
間
で
日
本
の
立
場
が
不
確
実
で
あ
る
た
め
、
対
日
友

好
政
策
を
取
ら
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
韓
国
は
中
華
民
国
の
対
日
路
線
に
不
満
を
抱
い
て
い
る
が
、
中
華
民
国
が
日
本

に
強
硬
策
を
取
っ
た
ら
、
日
本
は
中
国
と
の
関
係
を
深
め
る
か
も
し
れ
な
い
と
主
張
し
、
韓
国
の
理
解
を
求
め
）
65
（

た
。
日
華
平
和
条
約
が
締

結
さ
れ
て
は
い
た
が
、
中
華
民
国
に
は
、
日
本
は
共
産
中
国
と
中
華
民
国
の
間
で
未
だ
に
明
確
な
立
場
を
と
っ
て
い
な
い
よ
う
に
見
え
た
。

し
か
も
、
中
国
が
対
日
平
和
攻
勢
を
し
か
け
て
民
間
交
流
が
拡
大
さ
れ
る
中
で
、
中
華
民
国
は
、
日
本
が
中
国
を
承
認
す
る
可
能
性
を
恐

れ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
日
本
と
の
友
好
関
係
を
維
持
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
西
側
陣
営
の
方
に
取
り
込
も
う
と
し
た
の
で
あ
）
66
（
る
。
結
局
、

韓
国
は
中
華
民
国
と
の
立
場
の
相
違
を
縮
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

　
中
華
民
国
を
対
象
と
す
る
韓
国
の
反
日
外
交
の
目
的
に
は
、
日
韓
会
談
の
懸
案
に
関
す
る
支
持
を
確
保
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
対
日
交

渉
力
を
高
め
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
同
時
に
、「
二
つ
の
中
国
問
題
」
に
対
す
る
日
本
の
意
図
を
警
戒
し
た
こ
と
も
事
実
で
あ
っ

た
。
韓
国
は
、
対
日
平
和
攻
勢
を
し
か
け
る
中
国
と
貿
易
及
び
民
間
交
流
を
積
み
上
げ
て
い
く
日
本
に
不
信
感
を
強
め
て
い
た
。
韓
国
は
、

日
中
間
の
交
流
拡
大
を
、
両
者
が
政
府
間
の
直
接
対
話
以
外
の
形
で
の
接
触
を
通
じ
て
、
国
交
正
常
化
の
土
台
を
作
ろ
う
と
す
る
動
き
で
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あ
る
と
考
え
た
。
駐
日
韓
国
代
表
部
の
三
月
一
七
日
付
「
共
産
中
国
と
日
本
と
の
関
係
に
関
す
る
レ
ポ
ー
ト
」
は
、
日
本
の
意
図
に
つ
い

て
、
ア
メ
リ
カ
と
中
華
民
国
と
の
関
係
に
よ
る
制
約
を
受
け
な
が
ら
も
、
中
国
と
の
実
質
的
関
係
を
積
み
上
げ
て
い
く
こ
と
で
あ
る
と
し
、

対
中
民
間
交
流
に
つ
い
て
、
日
本
政
府
及
び
外
務
省
が
非
公
式
的
に
そ
の
後
ろ
楯
と
な
っ
て
い
る
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
）
67
（
る
。

㈡
　
韓
国
と
日
ソ
国
交
正
常
化

―
日
本
の
中
立
化
可
能
性
に
対
す
る
韓
国
の
懸
念
と
対
応

　
一
九
五
六
年
三
月
、
ダ
レ
ス
は
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｔ
Ｏ
会
議
の
帰
途
、
日
本
と
韓
国
を
訪
問
し
た
。
三
月
一
九
日
、
鳩
山
と
ダ
レ
ス
の
会
談
が
行

わ
れ
た
。
日
米
関
係
に
お
け
る
様
々
な
懸
案
が
取
り
挙
げ
ら
れ
る
中
で
、
両
者
の
間
で
は
日
韓
関
係
も
議
論
さ
れ
た
。
鳩
山
が
、
対
韓
関

係
の
改
善
の
意
思
を
明
ら
か
に
し
、
両
国
間
の
問
題
解
決
の
た
め
の
ア
メ
リ
カ
の
建
設
的
な
関
与
を
求
め
る
と
、
ダ
レ
ス
は
日
韓
問
題
の

性
格
は
一
時
的
で
あ
る
と
答
え
た
。
ダ
レ
ス
に
よ
れ
ば
、
現
在
の
困
難
な
状
況
は
、
主
に
李
承
晩
の
極
端
な
対
日
認
識
が
原
因
で
あ
り
、

韓
国
で
新
し
い
政
権
が
樹
立
さ
れ
れ
ば
問
題
は
解
決
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
、
鳩
山
は
、
忍
耐
強
く
努
力
を
続
け

て
い
る
が
、
漁
業
問
題
を
中
心
に
国
内
で
不
満
が
高
ま
り
、
問
題
が
ま
す
ま
す
感
情
的
に
な
っ
て
い
る
と
し
、
日
韓
関
係
の
難
し
さ
を
披

瀝
し
）
68
（

た
。
日
米
の
政
策
当
局
者
は
、
李
承
晩
個
人
の
非
合
理
的
か
つ
感
情
的
な
対
日
認
識
が
日
韓
会
談
の
再
開
と
妥
結
を
妨
げ
て
い
る
と

考
え
て
い
た
。

　
ダ
レ
ス
に
と
っ
て
、
訪
日
直
前
の
李
承
晩
と
の
会
談
は
、
李
承
晩
の
対
日
認
識
を
再
度
実
感
す
る
場
で
あ
っ
た
。
両
者
は
、「
日
本
問

題
」
に
対
す
る
意
見
の
相
違
を
ぶ
つ
け
合
う
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
李
承
晩
は
、
強
力
と
な
っ
た
日
本
は
、
ア
メ
リ
カ
の
冷
戦
戦
略
に
忠
実

に
な
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
ア
メ
リ
カ
か
ら
自
立
的
に
行
動
し
、
共
産
圏
へ
接
近
す
る
と
の
自
ら
の
考
え
を
捨
て
な
か
っ
た
。
李
承
晩

は
、
オ
リ
バ
ー
宛
て
の
書
簡
の
中
で
、
ダ
レ
ス
が
「
我
々
が
日
本
を
再
建
さ
せ
な
い
と
、
日
本
を
失
い
、
日
本
は
ソ
連
側
に
迎
合
す
る
で

あ
ろ
う
」
と
し
、
ア
メ
リ
カ
の
対
日
政
策
に
理
解
を
求
め
た
こ
と
に
対
し
、「
日
本
が
ア
メ
リ
カ
に
反
し
て
ソ
連
側
に
迎
合
す
れ
ば
、
誰

が
そ
れ
を
止
め
さ
せ
る
の
か
」
と
言
い
返
し
た
ら
、
ダ
レ
ス
は
何
も
答
え
な
か
っ
た
と
回
顧
し
）
69
（

た
。
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日
ソ
関
係
に
目
を
向
け
る
と
、
四
月
二
九
日
に
日
ソ
漁
業
交
渉
が
始
ま
り
、
五
月
一
四
日
に
発
表
さ
れ
た
日
ソ
共
同
声
明
に
は
、
七
月

三
一
日
ま
で
国
交
交
渉
を
開
催
す
る
こ
と
が
謳
わ
れ
た
。
日
ソ
が
国
交
樹
立
に
向
か
っ
て
行
く
中
で
、
韓
国
は
、
日
ソ
関
係
が
改
善
す
る

と
日
中
間
の
交
流
拡
大
に
も
道
が
開
か
れ
る
と
考
え
た
。
さ
ら
に
、
日
中
間
の
交
流
拡
大
は
、
北
朝
鮮
に
よ
る
日
本
へ
の
働
き
か
け
を
促

進
し
か
ね
な
か
っ
た
。
金
溶
植
が
指
摘
し
た
通
り
、
日
本
国
内
で
は
中
国
の
大
連
港
を
通
し
た
北
朝
鮮
と
の
間
接
貿
易
が
議
論
さ
れ
て
い

た
か
ら
で
あ
っ
）
70
（

た
。

　
日
ソ
国
交
回
復
を
め
ぐ
る
日
本
の
国
内
情
勢
も
、
韓
国
の
不
安
感
を
募
ら
せ
た
要
因
で
あ
っ
た
。
吉
田
は
重
光
に
書
簡
を
寄
せ
、
ソ
連

と
の
性
急
な
交
渉
妥
結
は
日
本
に
対
す
る
西
側
諸
国
の
信
頼
に
悪
影
響
を
与
え
る
と
主
張
し
た
。
吉
田
派
は
鳩
山
内
閣
が
ア
メ
リ
カ
に
対

し
て
曖
昧
な
姿
勢
を
取
る
こ
と
へ
批
判
の
声
を
挙
げ
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
抵
抗
に
も
関
わ
ら
ず
、
鳩
山
は
ソ
連
と
の
交
渉
を

推
し
進
め
て
い
た
。
こ
う
し
た
情
勢
は
、
韓
国
の
観
点
で
は
日
本
国
内
で
対
米
協
調
を
主
張
す
る
政
治
勢
力
が
徐
々
に
影
響
力
を
失
っ
て

い
く
の
か
の
よ
う
に
見
え
）
71
（
た
。

　
鳩
山
の
ソ
連
訪
問
に
よ
っ
て
日
ソ
国
交
回
復
が
時
間
の
問
題
に
な
る
に
つ
れ
、
韓
国
の
警
戒
心
は
さ
ら
に
強
ま
っ
た
。
駐
日
韓
国
代
表

部
は
、
鳩
山
の
意
図
に
つ
い
て
、
日
本
を
東
西
の
架
橋
役
と
し
て
位
置
付
け
、
ソ
連
の
同
意
を
得
て
国
連
に
加
盟
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

国
際
的
な
地
位
を
高
め
よ
う
と
し
て
い
る
と
考
え
て
い
た
。
こ
う
し
た
警
戒
心
は
、
日
本
の
対
米
離
脱
を
目
的
と
す
る
共
産
圏
の
平
和
攻

勢
へ
の
警
戒
心
と
軌
を
一
つ
に
し
て
い
た
。
駐
日
韓
国
代
表
部
は
、
日
ソ
交
渉
を
め
ぐ
る
共
産
圏
の
反
応
に
つ
い
て
、
中
国
は
日
ソ
国
交

回
復
を
日
中
関
係
拡
大
の
機
会
と
し
て
捉
え
て
い
る
と
分
析
し
て
い
た
。
駐
日
韓
国
代
表
部
は
、
日
ソ
国
交
回
復
以
後
の
展
望
と
し
て
、

⑴
駐
日
ソ
連
大
使
館
が
日
本
内
の
共
産
主
義
運
動
を
鼓
舞
さ
せ
る
恐
れ
、
⑵
日
ソ
間
の
国
交
回
復
に
よ
る
日
米
関
係
の
悪
化
、
⑶
日
本
が

事
実
上
中
国
を
承
認
す
る
可
能
性
、
⑷
国
連
加
盟
に
よ
る
日
本
の
国
際
的
地
位
の
向
上
、
を
挙
げ
）
72
（
た
。

　
一
〇
月
一
九
日
、
日
ソ
共
同
宣
言
が
発
表
さ
れ
、
日
本
と
ソ
連
は
暫
定
協
定
と
し
て
戦
争
状
態
の
終
結
や
大
使
の
交
換
、
日
本
の
国
連

加
盟
に
対
す
る
支
持
な
ど
に
つ
い
て
合
意
し
た
。
駐
日
韓
国
代
表
部
か
ら
見
て
、
日
本
外
交
は
大
き
な
岐
路
に
立
た
さ
れ
て
い
る
か
の
よ
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う
に
考
え
ら
れ
た
。
金
溶
植
が
作
成
し
た
「
日
本
外
交
の
未
来
展
望
」
と
題
す
る
文
書
は
、
日
ソ
共
同
声
明
に
つ
い
て
「
戦
後
日
本
外
交

の
転
換
点
で
あ
る
」
と
意
義
付
け
）
73
（

た
。

　
続
い
て
、
同
文
書
で
は
、
戦
後
日
本
の
外
交
に
つ
い
て
、
検
討
が
行
わ
れ
て
い
る
。
同
文
書
は
、
吉
田
内
閣
に
つ
い
て
、
対
米
協
調
を

基
本
軸
と
し
て
共
産
圏
へ
の
接
近
を
慎
ん
で
き
た
と
指
摘
し
、
ア
メ
リ
カ
の
再
軍
備
要
求
に
消
極
的
な
姿
勢
を
保
ち
つ
つ
、
経
済
再
建
に

集
中
し
た
と
指
摘
し
た
。
こ
う
し
た
分
析
の
上
で
、
鳩
山
内
閣
下
で
の
日
本
外
交
に
つ
い
て
は
、
日
本
は
東
南
ア
ジ
ア
及
び
第
三
世
界
へ

の
経
済
的
進
出
を
図
り
つ
つ
、
輸
出
拡
大
の
た
め
に
ソ
連
と
の
経
済
的
結
び
付
き
を
強
化
し
て
お
り
、
こ
れ
を
再
軍
備
に
向
け
て
の
最
初

の
段
階
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
と
論
じ
）
74
（

た
。
こ
の
よ
う
に
、
日
本
の
経
済
進
出
、
再
軍
備
に
対
す
る
不
信
感
に
満
ち
た
分
析
を
行
っ
た
上

で
、
同
文
書
は
日
本
外
交
の
将
来
像
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
展
望
を
述
べ
て
い
る
。

日
本
は
こ
れ
ら
の
目
標
を
慎
重
に
進
め
つ
つ
、
表
面
的
に
は
対
米
協
調
を
維
持
し
な
が
ら
も
、
新
た
な
友
好
関
係
に
突
入
し
た
ば
か
り
の
ソ
連
と
の
対

立
を
避
け
よ
う
と
す
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
意
味
で
、
将
来
的
に
は
日
本
の
中
立
的
な
立
場
は
よ
り
明
ら
か
と
な
り
、
こ
う
し
た
状
況
は
日
韓
問
題
の
解

決
を
よ
り
難
し
く
す
る
で
あ
ろ
）
75
（
う
。

　
こ
う
し
て
韓
国
は
、
将
来
に
お
い
て
、
日
本
が
ア
メ
リ
カ
と
の
提
携
か
ら
離
れ
て
東
西
の
両
陣
営
と
対
等
に
渡
り
合
う
中
立
主
義
の
路

線
を
歩
ん
で
い
く
危
険
性
を
認
識
し
た
。
一
二
月
一
〇
日
、
李
承
晩
は
、『
シ
カ
ゴ
・
ト
リ
ビ
ュ
ー
ン
』
と
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
中
で
、

ア
メ
リ
カ
が
日
本
の
国
力
増
強
を
進
め
る
こ
と
に
つ
い
て
、「
日
本
が
再
度
、
豊
か
で
強
く
な
っ
た
時
期
、
ソ
連
と
中
国
側
に
合
流
し
、

ア
メ
リ
カ
の
政
策
に
密
か
に
或
い
は
公
然
と
抵
抗
し
た
ら
、
誰
が
日
本
を
止
め
さ
せ
る
の
か
」
と
し
、「
な
ぜ
、
ア
メ
リ
カ
は
、
日
本
と

共
産
主
義
諸
国
と
の
関
係
改
善
を
許
容
し
た
の
か
。
な
ぜ
、
ア
メ
リ
カ
と
同
盟
国
の
費
用
で
共
産
国
家
に
友
好
的
な
国
家
を
増
強
さ
せ
る

の
か
」
と
批
判
し
）
76
（
た
。
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韓
国
は
、
歴
史
的
敵
対
感
情
の
み
な
ら
ず
、
日
本
の
中
立
化
と
い
う
戦
後
日
本
の
外
交
路
線
に
対
す
る
最
悪
の
シ
ナ
リ
オ
の
下
で
、
反

日
外
交
に
取
り
組
ん
で
い
た
。
一
一
月
一
四
日
、
中
華
民
国
の
葉
公
超
外
交
部
長
は
、
堀
内
謙
介
駐
中
華
民
国
日
本
大
使
と
の
会
談
で
、

李
承
晩
は
日
本
の
国
連
加
盟
を
阻
止
し
よ
う
と
し
て
い
る
と
伝
え
た
。
葉
公
超
に
よ
れ
ば
、
李
承
晩
の
行
動
は
日
本
に
対
す
る
深
刻
な
疑

惑
に
基
づ
い
て
お
り
、
彼
は
日
ソ
国
交
回
復
後
、
日
本
は
必
ず
中
立
主
義
の
方
向
に
向
か
っ
て
い
く
と
確
信
し
て
い
る
の
で
あ
っ
）
77
（
た
。

　
こ
う
し
た
韓
国
の
反
日
外
交
は
、
成
果
を
上
げ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
日
本
の
中
立
化
シ
ナ
リ
オ
に
備
え
て
、
日
本
の
国
力
増
強
に
反

対
し
、
経
済
、
安
保
構
想
か
ら
日
本
を
排
除
し
続
け
る
李
承
晩
政
権
の
対
日
政
策
は
、
駐
韓
ア
メ
リ
カ
大
使
館
が
論
じ
た
よ
う
に
、
ア
メ

リ
カ
に
は
李
承
晩
の
感
情
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
か
映
ら
ず
、
日
韓
協
力
の
利
益
を
認
知
し
て
い
る
日
本
人
に
困
難
を
も
た
ら
し
て
い
）
78
（

た
。

葉
公
超
は
、
堀
内
謙
介
と
の
会
談
で
、
中
華
民
国
は
反
共
協
力
の
側
面
で
韓
国
と
友
好
関
係
を
保
つ
べ
き
で
は
あ
る
が
、
日
本
と
も
親
密

な
関
係
を
保
つ
立
場
で
あ
り
、
そ
れ
を
韓
国
側
に
よ
く
認
識
さ
せ
る
と
述
べ
）
79
（

た
。
李
承
晩
政
権
の
反
日
外
交
は
、
日
韓
関
係
を
停
滞
さ
せ

た
の
み
な
ら
ず
、
韓
国
の
外
交
的
孤
立
も
も
た
ら
し
た
の
で
あ
る
。

五
　
お
わ
り
に

　
本
稿
の
考
察
を
要
約
す
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。
第
一
に
、
ア
メ
リ
カ
と
李
承
晩
政
権
は
、
経
済
的
、
軍
事
的
に
増
強
さ
れ
た
戦
後
日

本
の
外
交
路
線
の
方
向
性
に
つ
い
て
相
反
す
る
見
解
を
持
っ
て
い
た
た
め
、
意
見
対
立
を
繰
り
返
し
た
。
ア
メ
リ
カ
は
、
日
本
を
対
ソ
戦

略
の
拠
点
と
す
る
と
共
に
、
西
側
陣
営
内
で
日
本
の
安
全
の
確
保
と
経
済
再
建
を
進
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
本
が
共
産
圏
へ
接
近
す
る

こ
と
を
阻
止
し
よ
う
と
し
た
。
そ
れ
に
対
し
、
韓
国
は
、
共
産
圏
に
対
す
る
日
本
の
友
好
的
な
姿
勢
を
受
け
て
、
ア
メ
リ
カ
の
支
援
に
よ

り
強
力
と
な
っ
た
日
本
は
、
ア
メ
リ
カ
の
冷
戦
戦
略
に
忠
実
に
な
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
よ
り
自
立
的
に
行
動
し
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
離

れ
て
い
く
と
考
え
た
。
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第
二
に
、
李
承
晩
政
権
は
、
鳩
山
内
閣
の
共
産
圏
外
交
や
日
本
の
対
共
産
圏
民
間
貿
易
が
対
米
自
立
の
性
格
を
帯
び
て
い
る
こ
と
へ
警

戒
心
を
強
め
た
。
韓
国
は
、
日
本
が
ソ
連
と
国
交
を
正
常
化
し
、
日
中
、
日
朝
間
の
民
間
貿
易
が
拡
大
し
て
い
く
に
つ
れ
、
日
本
は
ま
す

ま
す
ア
メ
リ
カ
か
ら
離
れ
、
将
来
的
に
は
東
西
の
両
陣
営
と
対
等
に
渡
り
合
う
中
立
主
義
の
方
向
に
向
か
っ
て
い
く
と
予
想
し
た
。

　
第
三
に
、
日
本
の
中
立
化
シ
ナ
リ
オ
に
備
え
た
李
承
晩
政
権
の
対
日
政
策
は
、
日
韓
関
係
を
一
層
停
滞
さ
せ
る
と
同
時
に
、
韓
国
の
外

交
的
孤
立
を
も
た
ら
し
た
。
日
本
の
国
力
増
強
に
反
対
し
、
経
済
、
安
保
構
想
か
ら
日
本
を
排
除
し
続
け
る
韓
国
の
対
日
政
策
は
、
ア
メ

リ
カ
及
び
中
華
民
国
の
支
持
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

　
そ
の
後
、
日
本
で
は
、
二
か
月
の
短
命
に
終
わ
っ
た
石
橋
湛
山
内
閣
を
挟
ん
で
、
一
九
五
七
年
二
月
二
五
日
に
岸
信
介
内
閣
が
誕
生
し

た
。
そ
し
て
、
日
本
側
が
久
保
田
発
言
を
撤
回
し
、
逆
請
求
権
主
張
を
取
り
下
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
九
五
八
年
四
月
一
九
日
に
、
四

年
ぶ
り
に
第
四
次
日
韓
会
談
が
開
催
さ
れ
た
。

　
会
談
再
開
の
大
き
な
要
因
は
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
が
論
じ
て
き
た
よ
う
に
、
岸
信
介
首
相
が
対
韓
関
係
の
打
開
に
積
極
的
な
姿
勢
を
打

ち
出
し
、
第
三
次
会
談
の
決
裂
要
因
で
譲
歩
し
た
こ
と
に
あ
っ
た
の
は
間
違
い
な
い
。
そ
れ
に
加
え
、
注
目
す
べ
き
は
、
岸
自
ら
西
側
陣

営
の
一
員
と
し
て
反
共
主
義
の
姿
勢
を
明
確
に
し
た
点
で
あ
る
。
岸
は
、
就
任
直
後
に
金
東
祚
外
務
部
政
務
局
長
と
会
談
し
、
山
口
県
出

身
と
し
て
韓
国
へ
の
親
密
さ
を
強
調
し
つ
つ
、「
西
側
陣
営
を
守
護
す
る
合
同
反
共
戦
線
」
を
形
成
す
る
た
め
に
も
韓
国
と
友
好
関
係
を

築
き
た
い
と
伝
え
）
80
（
た
。
本
稿
の
考
察
は
、
こ
う
し
た
岸
に
よ
る
反
共
姿
勢
の
表
明
も
、
李
承
晩
政
権
の
対
日
認
識
に
変
化
を
も
た
ら
し
、

会
談
を
再
開
さ
せ
た
要
因
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
岸
の
反
共
主
義
は
、
特
使
と
し
て
訪
韓
し
た
矢
次
一
夫
か
ら
も
伝
え
ら
れ
た
。
一
九
五
八
年
五
月
一
九
日
、
矢
次
一
夫
は
、
李

承
晩
と
の
会
談
の
中
で
、
日
本
の
政
治
で
は
政
党
政
治
の
多
元
主
義
論
理
が
働
く
た
め
、
韓
国
の
よ
う
な
強
力
な
反
共
体
制
は
構
築
し
に

く
い
と
し
つ
つ
も
、「
岸
自
身
は
若
い
頃
か
ら
強
力
な
反
共
主
義
者
」
で
あ
る
と
述
べ
）
81
（

た
。
矢
次
の
訪
韓
で
は
、
日
韓
の
懸
案
問
題
だ
け

で
は
な
く
、
西
側
陣
営
の
協
力
と
結
束
の
重
要
性
に
つ
い
て
活
発
に
議
論
さ
れ
）
82
（
た
。
こ
う
し
て
、
李
承
晩
は
、
岸
へ
信
頼
感
を
寄
せ
る
こ
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と
と
な
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
第
四
次
会
談
の
開
催
を
め
ぐ
る
日
韓
関
係
に
つ
い
て
は
、
稿
を
改
め
て
考
察
し
た
い
。

（
1
）  
本
稿
で
言
う
日
本
の
共
産
圏
外
交
と
は
、
考
察
の
対
象
時
期
に
お
い
て
、
ソ
連
、
中
国
、
北
朝
鮮
に
対
す
る
日
本
政
府
及
び
日
本
の
民
間
ア
ク

タ
ー
の
外
交
活
動
を
総
括
し
た
表
現
で
あ
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
当
時
の
日
ソ
、
日
中
、
日
朝
の
政
府
間
関
係
及
び
民
間
交
流
に
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
歴
史
と
特
殊
性
が
存
在
し
て
い
る
が
、
李
承
晩
政
権
の
対
日
外
交
で
は
、
そ
れ
ら
が
共
産
圏
外
交
と
し
て
一
括
し
て
捉
え
ら
れ
る
こ
と
が
多

い
。
あ
く
ま
で
特
定
時
期
に
お
け
る
韓
国
の
対
日
認
識
と
対
応
を
考
察
す
る
た
め
の
表
現
で
あ
る
こ
と
を
言
及
し
て
お
く
。

（
2
）  

이
원
덕
﹇
李
元
徳
﹈『
한
일 

과
거
사 

처
리
의 

원
점

―
일
본
의 

전
후
처
리 

외
교
와 

한
일
회
담
』﹇
韓
日
過
去
史
処
理
の
原
点

―
日
本
の

戦
後
処
理
外
交
と
韓
日
会
談
﹈（
서
울
：
서
울
대
학
교
출
판
부
﹇
ソ
ウ
ル
：
ソ
ウ
ル
大
学
出
版
部
﹈、
一
九
九
六
年
）
八
一
―
八
九
頁
。
박
진
희

﹇
朴
鎮
希
﹈『
한
일
회
담

―
제
1
공
화
국
의 

對
日
정
책
과 

한
일
회
담 

전
개
과
정
』﹇
韓
日
会
談

―
第
一
共
和
国
の
対
日
政
策
と
韓
日
会
談
の

展
開
過
程
﹈（
서
울
：
선
인
﹇
ソ
ウ
ル
：
先
人
﹈、
二
〇
〇
八
年
）
二
一
二
―
二
三
九
頁
。
太
田
修
「
李
承
晩
政
権
の
対
日
政
策

―
『
対
日
賠

償
』
問
題
を
中
心
に
」『
朝
鮮
史
研
究
会
論
文
集
』
第
三
四
号
（
一
九
九
六
年
）
七
七
―
七
八
頁
。
吉
澤
文
寿
『
戦
後
日
韓
関
係

―
国
交
正
常

化
交
渉
を
め
ぐ
っ
て
』（
ク
レ
イ
ン
、
二
〇
〇
五
年
）
七
一
―
七
二
頁
。

（
3
）  

李
東
俊
「
日
韓
請
求
権
交
渉
と
『
米
国
解
釈
』

―
会
談
『
空
白
期
』
を
中
心
に
し
て
」
李
鐘
元
、
木
宮
正
史
、
浅
野
豊
美
編
著
『
歴
史
と
し

て
の
日
韓
国
交
正
常
化
Ⅰ

―
東
ア
ジ
ア
冷
戦
編
』（
法
政
大
学
出
版
局
、
二
〇
一
一
年
）。

（
4
）  

朴
正
鎮
『
日
朝
冷
戦
構
造
の
誕
生
一
九
四
五
―
一
九
六
五

―
封
印
さ
れ
た
外
交
史
』（
平
凡
社
、
二
〇
一
二
年
）
二
章
。

（
5
）  

李
鐘
元
『
東
ア
ジ
ア
冷
戦
と
韓
米
日
関
係
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
六
年
）
三
章
。

（
6
）  

왕
엔
메
이
﹇
王
恩
美
﹈「
아
시
아
민
족
반
공
연
맹
의 

주
도
권
을 

둘
러
싼 

한
국
과 

중
화
민
국
의 

갈
등
과 

대
립 

（1953 -1956

）」﹇
ア
ジ
ア

民
族
反
共
連
盟
の
主
導
権
を
め
ぐ
る
韓
国
と
中
華
民
国
の
葛
藤
と
対
立
（
一
九
五
三
―
一
九
五
六
）﹈『
아
세
아
연
구
』﹇
亜
細
亜
研
究
﹈
第
五
六

巻
三
号
（
二
〇
一
三
年
）。

（
7
）  

신
욱
희
﹇
申
旭
熙
﹈『
순
응
과 

저
항
을 

넘
어
서

―
이
승
만
과 

박
정
희
의 

대
미
정
책
』﹇
順
応
と
対
抗
を
越
え
て

―
李
承
晩
と
朴
正
熙
の

対
米
政
策
﹈（
서
울
：
서
울
대
학
교
출
판
문
화
원
﹇
ソ
ウ
ル
：
ソ
ウ
ル
大
学
校
出
版
文
化
院
﹈、
二
〇
一
〇
年
）
四
七
―
七
〇
頁
。

（
8
）  

例
え
ば
、
日
本
の
親
中
派
は
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
よ
り
自
立
的
に
な
ろ
う
と
す
る
衝
動
を
持
っ
て
お
り
、
日
本
国
内
で
対
中
外
交
は
「
自
主
外

交
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。Sadako O

gata, 

“Japanese Attitude tow
ard China,

” Asian Survey, Vol. 5, N
o. 8 （August, 1965

）, p. 397.



李承晩政権の対日政策、一九五四―一九五六年

117

（
9
）  Aaron Forsberg, 

“Eisenhow
er and Japanese Econom

ic Recovery: The Politics of Integration w
ith the W

estern Trading Bloc, 
1952 -1955,

” The Journal of A
m
erican-East A

sian Relations, Vol. 5, N
o. 1 （Spring 1996

）, pp. 57 -75.
（
10
）  

南
一
声
明
、
日
朝
民
間
貿
易
に
対
す
る
韓
国
の
不
信
感
も
上
述
の
分
析
視
角
で
再
解
釈
す
る
。

（
11
）  
尹
錫
貞
「
一
九
五
〇
年
代
に
お
け
る
日
韓
関
係

―
植
民
地
時
代
へ
の
認
識
と
対
共
産
圏
政
策
を
め
ぐ
る
対
立
の
激
化
」『
法
学
政
治
学
論

究
』
第
九
九
号
（
二
〇
一
三
年
）。

（
12
）  
マ
イ
ケ
ル
・
シ
ャ
ラ
ー
著
、
市
川
洋
一
訳
『「
日
米
関
係
」
と
は
何
だ
っ
た
の
か

―
占
領
期
か
ら
冷
戦
終
結
後
ま
で
』（
草
思
社
、
二
〇
〇
四

年
）
二
〇
〇
頁
。
吉
田
真
吾
『
日
米
同
盟
の
制
度
化

―
発
展
と
深
化
の
歴
史
過
程
』（
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
二
年
）
四
六
頁
。

（
13
）  

石
井
修
『
冷
戦
と
日
米
関
係

―
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
形
成
』（
ジ
ャ
パ
ン
タ
イ
ム
ズ
、
一
九
八
九
年
）
一
〇
二
、
一
二
四
―
一
二
六
頁
。

（
14
）  

本
稿
で
取
り
扱
う
韓
国
の
対
日
認
識
と
対
応
を
理
解
す
る
に
あ
た
っ
て
、
国
際
政
治
理
論
の
ネ
オ
・
リ
ア
リ
ズ
ム
の
視
角
は
参
考
に
な
る
。
ネ

オ
・
リ
ア
リ
ス
ト
は
、
国
家
間
の
相
互
不
信
と
対
立
の
主
な
原
因
と
し
て
相
手
国
の
意
図
に
対
す
る
不
確
実
性
を
指
摘
す
る
。
現
在
、
友
好
関
係

を
築
い
て
い
た
と
し
て
も
国
力
が
増
強
す
る
に
従
い
、
相
手
国
が
そ
の
パ
ワ
ー
を
も
っ
て
攻
撃
的
な
意
図
を
抱
く
よ
う
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

ま
た
、
相
手
国
の
新
し
い
政
権
が
、
以
前
の
政
権
の
協
調
路
線
と
は
異
な
り
、
敵
対
政
策
を
と
る
こ
と
も
あ
り
得
る
。
要
す
る
に
、
パ
ワ
ー
の
配

分
及
び
国
内
政
治
の
変
動
の
中
で
、
相
手
国
の
善
意
と
協
力
姿
勢
が
持
続
さ
れ
る
と
は
断
定
で
き
な
い
た
め
、
国
家
は
最
悪
の
シ
ナ
リ
オ
に
備
え

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
相
互
不
信
と
対
立
が
持
続
す
る
の
で
あ
る
。D

ale C. Copeland, 

“The Constructivist Challenge to Structural Real-
ism

: A Review
 Essay,

” International Security, Vol. 25, N
o. 2 （Fall 2000

）, pp. 199 -200.

（
15
）  

石
井
修
「『
政
治
経
済
戦
争
』
と
し
て
の
米
国
対
外
経
済
政
策

―
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
期
」『
国
際
政
治
』
第
七
〇
号
（
一
九
八
二
年
五
月
）
一

〇
六
頁
。

（
16
）  Forsberg, 

“Eisenhow
er and Japanese Econom

ic Recovery,

” pp. 58 -59.

（
17
）  

李
鐘
元
『
東
ア
ジ
ア
冷
戦
と
韓
米
日
関
係
』
一
七
一
―
一
七
三
頁
。

（
18
）  

日
本
の
敗
戦
後
、
朝
鮮
に
軍
政
を
敷
い
た
ア
メ
リ
カ
は
、
日
本
人
が
南
朝
鮮
に
残
し
た
財
産
を
没
収
し
、
韓
国
政
府
に
移
譲
し
た
。
そ
の
金
額

は
、
韓
国
の
国
家
資
産
の
八
割
を
占
め
て
い
た
が
、
会
談
の
開
始
直
後
か
ら
日
本
は
、
私
有
財
産
の
没
収
は
国
際
法
の
違
反
で
あ
る
と
し
、
返
却

を
要
求
し
た
。
日
本
の
要
求
に
韓
国
は
激
し
く
反
発
し
、
会
談
は
難
航
し
た
。

（
19
）  Contents-M

em
oranda provided G

eneral Van Fleet by the Econom
ic Coordinator in June 1954 Covering Im

portant Point at 
Issue betw

een the U.S. and the RO
K in the Econom

ic Field, 

국
사
편
찬
위
원
회
﹇
国
史
編
纂
委
員
会
﹈『1950

년
대 

한
국
경
제 

관
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련 

미
국
문
서
』﹇
一
九
五
〇
年
代
韓
国
経
済
関
連
ア
メ
リ
カ
文
書
﹈（
서
울
：
국
사
편
찬
위
원
회
﹇
ソ
ウ
ル
：
国
史
編
纂
委
員
会
﹈、
二
〇
一
一

年
）
四
四
四
頁
。
以
下
か
ら
『
ア
メ
リ
カ
文
書
』
と
略
す
。

（
20
）  U

nited States Sum
m
ary of the Third M

eeting of U
nited Stated-Republic of Korea Talks, July 29, 1954, no. 781, Foreign Re-

lations of the U
nited States 

（
以
下FRU

S

）, 1952 -1954, vol. 14, part 2, China and Japan 

（W
ashington D.C.: U.S. G

overnm
ent 

Printing O
ffice, 1985

）, pp. 1687 -1688.

（
21
）  Ibid. 
結
局
、
ダ
レ
ス
は
、
日
韓
会
談
再
開
の
仲
介
作
業
の
中
止
を
決
定
す
る
こ
と
と
な
る
。

（
22
）  Letter from

 the President to D
octor Robert T. O

liver, 

“the Japanese question,

” August 21, 1954, The Syngm
an Rhee Presi-

dential Papers 
（
以
下Rhee Papers

）, no. 

우
남
﹇
雩
南
﹈B -174 -094. 

李
承
晩
大
統
領
の
在
任
期
文
書
は
、
延
世
大
学
の
李
承
晩
研
究
院

に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
次
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
じ
て
閲
覧
が
可
能
で
あ
る
。http://syngm

anrhee.yonsei.ac.kr/index.php?m
id=researcher_

 
pds_m

enu_7 

（
最
終
ア
ク
セ
ス
二
〇
一
四
年
一
一
月
一
五
日
）。
以
下
、
特
に
断
り
の
な
い
限
り
、
李
承
晩
文
書
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載

資
料
で
あ
る
。

（
23
）  Letter from

 the President to Am
bassador You Chan Yang, 

“Japanese question,

” August 21, 1954, Rhee Papers, no. 

雩
南

B -206 -123.

（
24
）  

李
承
晩
が
、
オ
リ
バ
ー
と
の
協
議
の
下
で
、
日
本
問
題
に
関
し
て
作
成
し
た
記
事
で
あ
る
。Robert T. O

liver, Syngm
an Rhee and A

m
erican  

Involvem
ent in Korea, 1942 -1960: A

 Personel N
arrative （Seoul: Panm

un Book Com
pany, 1978

）, p. 461.

（
25
）  Letter from

 the President to Am
bassador You Chan Yang, 

“Japanese question,

” Septem
ber 8, 1954, Rhee Papers, no. 

雩
南

B -206 -091.

（
26
）  Speech 

“the peace in the pacific: Japan &
 Korea &

 the U
nited Sates,

” Rhee Papers, no. 

雩
南B -153 -002.

（
27
）  O

liver, Syngm
an Rhee and A

m
erican Involvem

ent in Korea, 1942 -1960, pp. 468 -470.

（
28
）  

「
対
韓
関
係
当
面
の
対
処
方
針
（
案
）」（
一
九
五
四
年
一
二
月
二
〇
日
）
浅
野
豊
美
、
吉
澤
文
寿
、
李
東
俊
編
『
日
韓
国
交
正
常
化
問
題
資
料

第
二
期
第
三
巻
』（
現
代
史
出
版
会
、
二
〇
一
〇
年
）
一
六
―
一
七
頁
。

（
29
）  U

nited States Sum
m
ary M

inutes M
eeting, N

ovem
ber 9, 1954, no. 827, FRU

S, 1952 -1954, vol. 14, part 2, p. 1783.

（
30
）  

池
田
慎
太
郎
『
日
米
同
盟
の
政
治
史

―
ア
リ
ソ
ン
駐
日
大
使
と
「
一
九
五
五
年
体
制
」
の
成
立
』（
国
際
書
院
、
二
〇
〇
四
年
）
一
八
五
頁
。

（
31
）  

シ
ャ
ラ
ー
『「
日
米
関
係
」
と
は
何
だ
っ
た
の
か
』
二
〇
〇
頁
。
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（
32
）  Telegram

 From
 the D

epartm
ent of State to the Em

bassy in Japan, January 10, 1955, no. 4, FRU
S, 1955 -1957, vol. 23, part 

1, Japan, pp. 5 -6.
（
33
）  

池
田
慎
太
郎
『
日
米
同
盟
の
政
治
史
』
一
八
五
頁
。

（
34
）  
泉
川
泰
博
「
日
ソ
国
交
回
復
交
渉
を
め
ぐ
る
日
本
の
自
主
外
交
模
索
と
ア
メ
リ
カ
の
対
日
戦
略
」『
国
際
政
治
』
第
一
四
四
号
（
二
〇
〇
六
年

二
月
）
一
三
三
頁
。

（
35
）  
井
上
正
也
『
日
中
国
交
正
常
化
の
政
治
史
』（
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
〇
年
）
九
六
―
一
〇
九
頁
。

（
36
）  

『
朝
日
新
聞
』
一
九
五
五
年
二
月
三
日
。

（
37
）  

池
田
『
日
米
同
盟
の
政
治
史
』
一
八
七
頁
。

（
38
）  

シ
ャ
ラ
ー
『「
日
米
関
係
」
と
は
何
だ
っ
た
の
か
』
一
四
八
―
一
四
九
頁
。

（
39
）  

井
上
『
日
中
国
交
正
常
化
の
政
治
史
』
一
一
二
―
一
一
三
頁
。

（
40
）  Correspondence from

 M
inister Yong Shik Kim

 to the President, January 14, 1955, Rhee Papers, no. 

雩
南B -305 -140.

（
41
）  Correspondence from

 M
inister Yong Shik Kim

 to the President, D
ecem

ber 24, 1954, Rhee Papers, no. 

雩
南B -304 -006.

（
42
）  

金
東
祚
著
、
林
建
彦
訳
『
韓
日
の
和
解

―
日
韓
交
渉
一
四
年
間
の
記
録
』（
サ
イ
マ
ル
出
版
会
、
一
九
九
三
年
）
一
〇
八
頁
。

（
43
）  Correspondence from

 President to Yong Shik Kim
, January 3, 1955, Rhee Papers, no. 

雩
南B -305 -155.

（
44
）  Correspondence from
 M

inister Yong Shik Kim
 to the President, January 28, 1955, Rhee Papers, no. 

雩
南B -305 -120.

（
45
）  Ibid.

（
46
）  Correspondence from

 M
inister Yong Shik Kim

 to the President, M
arch 4, 1955, Rhee Papers, no. 

雩
南B -305 -069.

（
47
）  Ibid.

（
48
）  Ibid.

（
49
）  Correspondence from

 M
inister Yong Shik Kim

 to the President, February 18, 1955, Rhee Papers, no. 

雩
南B -305 -097.

（
50
）  Correspondence from

 M
inister Yong Shik Kim

 to the President, February 25, 1955, Rhee Papers, no. 

雩
南B -305 -086.

（
51
）  

朴
正
鎮
『
日
朝
冷
戦
構
造
の
誕
生
一
九
四
五
―
一
九
六
五
』
一
一
六
頁
。

（
52
）  Telegram

 From
 the D

epartm
ent of State to the Em

bassy in Korea, June 13, 1955, no. 58, FRU
S, 1955 -1957, vol. 23, part 2, 

Korea, p. 113.
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（
53
）  M

em
orandum

 of a Conversation, D
epartm

ent of State, 

“Security of the Republic of Korea,

” June 18, 1955, no. 59, FRU
S, 

1955 -1957, vol. 23, part 2, Korea, p. 115.
（
54
）  Political Report from

 M
inister Yong Shik Kim

 to O
ffice of the President, M

ay 5, 1955, Rhee Papers, no. 

雩
南B -306 -084.

（
55
）  Correspondence from

 M
inister Yong Shik Kim

 to the President, June 9, 1955, Rhee Papers, no. 

雩
南B -306 -027.

（
56
）  A report from

 Tai H
a Yiu, 

“Meeting w
ith Lam

b,

” June 1, 1955, Rhee Papers, no. 

雩
南B -322 -139.

（
57
）  

「
일
본
언
론
、
하
토
야
마 

수
상
의 

2
개
의 

한
국
정
책 

관
련 

내
용 

보
도
」﹇
日
本
メ
デ
ィ
ア
、
鳩
山
首
相
の
二
つ
の
韓
国
政
策
に
関
す
る
内

容
報
道
﹈（
一
九
五
五
年
六
月
九
日
）『
한
일
회
담 

관
계 

미
국
무
부 

문
서
2
（1952 -1955

）

―
주
한
・
주
일 

미
국
대
사
관 

문
서
철
』﹇
韓

日
会
談
関
係
ア
メ
リ
カ
国
務
部
文
書
綴
じ
二
（
一
九
五
二
―
一
九
五
五
）

―
駐
韓
・
駐
日
ア
メ
リ
カ
大
使
館
綴
じ
﹈（
서
울
：
국
사
편
찬
위
원

회
﹇
ソ
ウ
ル
：
国
史
編
纂
委
員
会
﹈、
二
〇
〇
七
年
）
五
六
二
頁
。
こ
の
資
料
集
は
、
ア
メ
リ
カ
国
務
省
の
文
書
の
原
本
を
そ
の
ま
ま
に
掲
載
し
、

韓
国
語
で
題
目
を
付
け
て
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。
韓
国
で
は
国
務
省
を
国
務
部
と
表
記
す
る
た
め
、
資
料
集
の
題
目
は
韓
国
語
の
表
記
に
従
っ

て
表
記
し
た
。

（
58
）  

朴
正
鎮
『
日
朝
冷
戦
構
造
の
誕
生
一
九
四
五
―
一
九
六
五
』
一
一
九
頁
。

（
59
）  

「
柳
参
事
官
と
会
談
の
件
」（
一
九
五
五
年
七
月
一
日
）
浅
野
豊
美
、
吉
澤
文
寿
、
李
東
俊
編
『
日
韓
国
交
正
常
化
問
題
資
料
第
二
期
第
一
巻
』

（
現
代
史
出
版
会
、
二
〇
一
〇
年
）
三
八
―
三
九
頁
。

（
60
）  Correspondence from
 the President to M

inister Yong Shik Kim
, July 26, 1955, Rhee Papers, no. 

雩
南B -307 -105.

（
61
）  Correspondence from

 M
inister Yong Shik Kim

, January 21, 1955, Rhee Papers, no. 

雩
南B -305 -127.

（
62
）  

김
용
식
﹇
金
溶
植
﹈『
희
망
과 

도
전

―
김
용
식 
외
교
회
고
록
』﹇
希
望
と
挑
戦

―
金
溶
植
外
交
回
顧
録
﹈（
동
아
일
보
사
﹇
東
亜
日
報
社
﹈、

一
九
八
七
年
）
二
〇
六
頁
。

（
63
）  Correspondence from

 M
inister Yong Shik Kim

 to the President, D
ecem

ber 22, 1955, Rhee Papers, no. 

雩
南B -308 -009.

（
64
）  Sum

m
ary Record of Conversation betw

een H
is Excellency President Rhee and Am

bassador W
ang of China, January 28, 

1956, Rhee Papers, no. 073 -097.

（
65
）  Ibid.

（
66
）  

王
恩
美
「
ア
ジ
ア
民
族
反
共
連
盟
の
主
導
権
を
め
ぐ
る
韓
国
と
中
華
民
国
の
葛
藤
と
対
立
（
一
九
五
三
―
一
九
五
六
）」
一
九
二
頁
。

（
67
）  Correspondence from

 M
inister Yong Shik Kim

 to O
ffice of the President, 

“Report on Japan

’s Relations w
ith Red China,

” 
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M
arch 17, 1956, 

大
韓
民
国
外
務
部
外
交
文
書
登
録
番
号
九
九
『
제
4
차 

한
・
일
회
담
예
비
교
섭
、1956 -58. 

（V. 1 

경
무
대
와 

주
일
대
표

부
간
의 

교
환
공
문
、1956 -57

）』﹇
第
四
次
韓
・
日
会
談
予
備
交
渉
、
一
九
五
六
―
五
八
．（V. 1

景
武
臺
と
駐
日
代
表
部
間
の
交
換
公
文
、
一

九
五
六
―
一
九
五
七
）﹈
一
四
八
五
―
一
四
八
七
頁
。

（
68
）  M

em
orandum

 of a Conversation, 

“General D
iscussion,

” M
arch 19, 1956, no. 71, FRU

S, 1955 -1957, Vol. 23, Part 1, pp. 165 -
166.

（
69
）  
申
旭
熙
『
順
応
と
抵
抗
を
越
え
て
』
五
八
―
五
九
頁
。

（
70
）  Correspondence N

o. 25 from
 M

inister Yong Shik Kim
 to the President, July 27, 1956, Rhee Papers, no. 

雩
南B -311 -046.

（
71
）  Ibid.

（
72
）  Correspondence N

o. 60 from
 M

inister Yong Shik Kim
 to the President, O

ctober 4, Rhee Papers, no. 

雩
南B -312 -040.

（
73
）  D

ocum
ent by Yong Shik Kim

, 

“Future O
utlook of Japan

’s D
iplom

acy,

” Novem
ber 21, 1956, Rhee Papers, no. 

雩
南B -313 -

067.

（
74
）  Ibid.

（
75
）  Idid.

（
76
）  Telegram

 from
 Am

 Em
bassy, Seoul to the D

epartm
ent of State, W

ashington, D
ecem

ber 17, 1956, 

“President Rhee

’s Inter-
view

 w
ith Chicago Tribune Correspondent D

ecem
ber 10: V

iew
s of U

nited States Aid; U
nification; D

isaffection in N
orth Ko-

rea,

” 『
ア
メ
リ
カ
文
書
』
四
五
七
頁
。

（
77
）  

「
日
華
韓
三
国
関
係
に
関
す
る
葉
外
交
部
長
の
内
話
に
関
す
る
件
（
合
秘
一
二
二
六
号
）」（
一
九
五
六
年
一
一
月
一
四
日
）
浅
野
豊
美
、
吉
澤

文
寿
、
李
東
俊
編
『
日
韓
国
交
正
常
化
問
題
資
料
第
二
期
第
二
巻
』（
現
代
史
出
版
会
、
二
〇
一
〇
年
）
二
三
三
―
二
三
四
頁
。

（
78
）  

『
ア
メ
リ
カ
文
書
』
四
五
七
頁
。

（
79
）  

『
日
韓
国
交
正
常
化
問
題
資
料
第
二
期
第
二
巻
』
二
三
四
頁
。

（
80
）  Correspondence from

 D
irector of Bureau of Political Affairs 

（D
ong Jo Kim

） to H
is Excellency the President, 

“Report on 
m
eetings w

ith N
obusuke Kishi and M

itsujiro Ishi in Japan,

” M
arch 6, 1957, Rhee Papers, no. 

雩
南B -314 -061.

（
81
）  

「
방
한
한 

일
본 

친
선
사
절 

야
쓰
기 

가
츠
오
（
矢
次
一
夫
）
와
의 

대
담
비
망
록
」﹇
訪
韓
し
た
日
本
新
善
使
節
矢
次
一
夫
と
の
対
談
備
忘

録
﹈（
一
九
五
八
年
七
月
二
日
）『
한
일
회
담 

관
계 

미 

국
무
부 

문
서
4
（1956 -1958

）

―
주
일
미
국
대
사
관 

문
서
철
』﹇
韓
日
会
談
関
係
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ア
メ
リ
カ
国
務
部
文
書
（
一
九
五
六
―
一
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